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別添1-1. 対象事業の位置又は実施区域 

 

1. 対象事業の位置又は実施区域 

対象事業の実施区域（以下「実施区域」という。）は、三浦市初声町三戸 40 番他に位置して

いる。実施区域の位置を図 1-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 実施区域の位置 

 

実施区域及びその周辺は、東側は国道 134 号に接続しており、北側から東側にかけては、畑

地が広がっている。西側は約 43ha の農地造成事業（三浦市三戸土地改良区、平成 20 年工事完

了）が行われ、また、都市計画道路西海岸線も計画されている。南側は約 70ha が「小網代近郊

緑地保全区域」に指定され、その大部分が小網代近郊緑地特別保全地区に指定されている（図 

1-2及び図 1-3参照）。 

なお、実施区域に隣接する農地造成事業区域に、蟹田川沿いの造成法面と造成地からの湧水

を利用した自然環境保全エリアがある。この自然環境保全エリアを本事業により消失または縮

小される貴重な植物及び動物の移植及び移設先として活用し、「蟹田沢ビオトープ」として整備

した（図 1-3参照）。 

 

 

 

  

実施区域 
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図 1-2 実施区域の範囲 

1:50,000 
地形図出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp） 
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図 1-3 航空写真図 

航空写真出典：国土地理院ウェブサイト 

（https://maps.gsi.go.jp） 

1:10,000 
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別添1-2. 事後調査項目 

 

1. 事後調査項目 

事後調査を実施する必要のある項目の選定にあたっては、環境影響予測評価書（(仮称)三浦

市三戸地区発生土処分場建設事業環境影響予測評価書（平成 21 年 5 月）京浜急行電鉄株式会社、

以下「予測評価書」という。）の別添 5-2「環境影響予測評価」の結果を基に、表 1-1に示すと

おり選定した。 

 

表 1-1 事後調査項目の選定及び事後調査を実施しない理由 

評価項目 評価細目 
事後調査 

計画選定 
事後調査を実施しない理由等 

大気汚染 

一般項目 

(浮遊粒子状物

質及び二酸化

窒素) 

× 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

規制項目 

（粉じん） 
× 

予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

水質汚濁 
指標項目 

（外観） 
○ 

ゲリラ豪雨などの異常気象が起きやすい昨今の気

象状況を踏まえると、将来の予測結果が必ずしも

確実であるとはいえず、環境保全対策の実施効果

を確認する必要があることから、調査項目に選定

する。 

騒音 騒音 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

振動 振動 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

廃棄物 産業廃棄物 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

水象 河川 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

地象 傾斜地の崩壊 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

植物・動物・生

態系 

植物 

○ 
環境保全対策等の実施効果を確認する必要がある

ことから、調査項目として選定する。 

動物 

水生生物 

生態系 

文化財 埋蔵文化財 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

景観 景観 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

レクリエーショ

ン資源 

レクリエーシ

ョン資源 
× 

予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 

安全 交通 × 
予測結果より、影響はほとんどないので、調査項

目として選定しない。 
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別添1-3. 事後調査計画の進捗状況 

 

1. 事後調査計画の進捗状況 

1）対象事業の進捗状況 

対象事業は、平成 21年 6月 22日から着工し、土砂受入のための準備工事完了後、平成 22年

12月 21日に発生土処分場の供用を開始した。令和 2年 6月 2日に完了届を提出した。 

なお、対象事業については、これまでに 5 回変更届出書を提出している（変更内容の詳細は、

p.資 1-14～資 1-19参照）。 

事後調査実施時期及び事後調査時の工事の実施状況は表 1-2に示すとおりである。 
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表 1-2 工事工程計画及び事後調査計画表 

 

 

Ｈ21年 R07年

浮遊物質量（SS）濃度調査

毎年50～100mm/日程度以上の降雨時に1回
実施する。

緑化法面における植栽木の生育状
況調査

保全対象種及び群落の生育状況調査
（マツバスゲ、ヌマダイコン、ハンゲショ
ウ、ラン類）

移植後1ヶ月間は定着状況の確認のための調
査を実施する。

チャイロカワモズクの生育状況調査
チャイロカワモズクの調査は冬季に行っており
令和7年1月が最後の調査となる。

ミナミメダカ

ホタル類

水質は、pH、BOD、SS、DO、全窒素、全リンの
計６項目とする。

各年度の調査後に提出する。

：本年度実施分

ビオトープの維持管理

藻
類

R06年

事業完了後

R05年

13年目 14年目
R04年R03年

12年目
R02年

仮設防災工事

Ｈ24年

2年目
Ｈ23年

1年目 備     考9年目
Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ29年

8年目 11年目 15年目 16年目7年目5年目
Ｈ28年

事後調査報告書の提出

工
　
事
　
工
　
程

事
　
後
　
調
　
査

供

用

時

ビオトープ供給水の水質・流速・流量調査

工

事

中

植
物
・
動
物
・
生
態
系

進入路工事

準備工事

片付工事

土砂受入

場内仮設道路工事

沈砂池・仮設防災工事

場内仮設道路工事

水質汚濁

区
分

　　　　　　　　　工期 4年目3年目

工事中 供用時

6年目
Ｈ25年

10年目
R01年Ｈ30年Ｈ22年

植
生

動
物
・
水
生
生
物

期間については、生息地を改変する時期から3
年間とするが、それ以降は対象種の定着状況
を踏まえ、専門家委員会により検討を行う。ま
た、調査は飼育の記録とする。

保全対象種の生息状況調査
（ミナミメダカ、ホタル類、カエル類等）

地
域
個
体
群

の
保
存
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2）事後調査計画の進捗状況 

事後調査計画に基づき、表 1-3に示した水質汚濁及び植物・動物・生態系の各項目について

平成 21 年 6 月に事後調査を開始した。また、整備を行った蟹田沢ビオトープの環境を良好に

保つため、草刈等の維持管理を行った。 

事後調査計画は、予測評価書において策定され、専門家委員会における検討（p.12～16参照）

を踏まえて植物・動物・生態系に関するヌマダイコン※1、ハンゲショウ群落※2、チャイロカワ

モズク※3、ヘイケボタル※4及びサラサヤンマ※5について修正が行われた。さらに、令和 2 年 1

月の変更届出に伴い、事業完了後も 5年間実施する予定に変更された。 

対象事業は、令和 2 年 6 月 2 日に完了届を提出し終了した。事業完了後の調査期間は、5 年

間であるため令和 7 年の 6 月初めまでとなるが、毎年度 4 月から春季の調査を開始し、6 月の

ホタル類の調査終了までを区切りとしているため、令和 7 年度もホタル類を行い、6 月中旬に

現場での調査を終了した（表 2-5（p.19）参照）。なお、メダカの人工飼育による地域個体群の

保全及びビオトープの維持管理は（p.22、107参照）は、その後も継続して実施している。 

藻類については、令和 3 年 1 月、令和 4 年 1 月、令和 5 年 1 月、令和 6 年 1 月、令和 7 年 1

月の計 5 回調査を行い、ビオトープへの移植以降、株数に変動はあるもののチャイロカワモズ

クが毎年確認されており、藻類に係る環境保全対策は適切であった事が確認できたことから、

令和 6年度で調査を終了した。 

水質汚濁については、事後調査計画で工事中及び供用時において、毎年 1 回、50～100mm/日

程度以上の降雨時に調査を実施することとなっており事業完了後は参考として調査を行った。

5 年間、令和 2 年 7 月、令和 3 年 10 月、令和 4 年 11 月、令和 5 年 9 月及び令和 6 年 5 月の計

5 回の調査を行い、調査結果より、事業完了前に引き続き水質汚濁に係る環境保全対策は適切

であった事が確認できたことから、令和 6年度で調査を終了した。 

調査結果は年度ごとに事後調査報告書にまとめて提出しており、今回の令和 7 年度は 17 回

目で、最後の報告となる。調査を実施した令和 7 年 4～6 月は、事業完了後、約 4 年 11 ヶ月目

～5年 1ヶ月目にあたる。 

※1：表土移植を行うとザリガニも同時に移植する可能性が高いことから、播種または苗により新たに生育地を

創出することとした。 

※2：表土移植を行うとザリガニも同時に移植する可能性が高いことから、当初から蟹田沢ビオトープに生育し

ている群落の生育地を拡大するように整備することとした。 

※3：予測評価書には記載していなかったことから、新たな生育地を創出することとした。 

※4：当初から蟹田沢ビオトープに生息していることから、移設は実施せず、一時ストックエリアへの放流と人

工飼育による地域個体群の保存とした。 

※5：予測評価書には記載していなかったことから、新たな生息場を可能な限り創出することとした。 
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表 1-3 事後調査計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査範囲・
地点

工事中
（18ヶ月）

供用時
（9年6ヶ月）

事業完了後
（5年間）

備考

北川
1回以上適宜実
施する。

毎年50～100mm/日程度以上の降
雨時に1回実施する。

蟹田沢ビオ
トープ

1回以上適宜実
施する。

蟹田沢ビオ
トープ及び
小網代の森

1回以上適宜実
施する。

移植後1ヶ月間は定着状況の確認
のための調査を実施する。

藻
類

蟹田沢ビオ
トープ

カエル類、ミナミメ
ダカ、その他水生生
物

蟹田沢ビオ
トープ

1回以上適宜実
施する。

サラサヤンマ、トゲ
ナナフシ、ウラナミ
アカシジミ

蟹田沢ビオ
トープ

ホタル類
蟹田沢ビオ

トープ

飼育
施設

調査は飼育の記録とする。

蟹田沢ビオ
トープ及び
小網代の森

水質はpH、BOD、SS、DO、全窒
素、全リンの計6項目とする。

※：事後調査計画では、水質汚濁の調査は工事中及び供用時において毎年50～100mm/日程度以上の降雨時に1回実施することになっている。
　　当該事業は令和2年6月に完了しているが、参考として事業完了後、令和2～6年度に年1回、計5回の水質汚濁の調査を実施し、令和6年度
　　で調査を終了した。
注）令和7年度は赤枠をつけた事業完了後（5年間）の期間に該当する。                     

事後調査項目等

植
物
・
動
物
・
生
態
系

植
生

緑化法面における植栽木の生
育状況調査

年4回以上適宜実施する。

保全対象種及び群落の生育状
況調査（マツバスゲ、ヌマダ
イコン、ハンゲショウ、ラン
類）

年4回以上適宜実施する。

チャイロカワモズクの生育状
況調査

主な出現時期に年1回以上実施する。

動
物
・
水
生
生
物

専門家委員会 専門家委員会の意見を踏まえ、随時実施する。

水質汚濁 浮遊物質量（SS）濃度調査 年1回実施する。※

事後調査報告書の提出
年度ごとに調査を実施し、その結果の検証及び専
門家の意見を踏まえ作成した後、速やかに提出す
る。

保全対
象種の
生息状
況調査

年4回以上適宜実施する。

主な出現時期に年1回以上実施する。

主な出現時期に年4回以上実施する。

地域個体群の保存（メダカ、
ホタル類）

期間については、生育地を改変する時期から3年
間とするが、それ以降は対象種の定着状況を踏ま
え、専門家委員会により検討を行う。

ビオトープ供給水の水質・流速・
流量調査

1回/季、年4回実施する。
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別添2-1. 事後調査の内容 

 

1. 事後調査事項 

植物・動物・生態系の事後調査として、事業に伴い環境保全対策を実施した植物、動物及び生

態系における注目すべき種についての生育・生息状況の調査と、ビオトープに供給される水の水

質・流速・流量の調査を行った。事後調査計画を表 2-1に示す。 

 

表 2-1 事後調査計画（植物・動物・生態系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注目すべき植物種及び植物群落については、移植等の保全対策を実施した株の活着等の生育状

況、注目すべき動物種については代替生息地のビオトープにおける生息状況とした。また、農地

造成事業において、法面に植栽された樹木の生育状況を調査した。さらに、ビオトープへ供給さ

れる水の水質（pH、BOD、SS、DO、全窒素、全リン 計 6項目）・流速・流量について調査を行い、

事業着手時との比較を行って、水質等の変化についてモニタリングを行った。 

なお、調査にあたっては、専門家委員会の意見を踏まえながら、詳細かつ継続的に実施し、自

然環境の再生という目標に対して、成果が上がっているかという視点及び事業着手後の水量維持

の方策を検討する際の基礎資料とするという視点で実施した。 

 

  

調査範囲・
地点

工事中
（18ヶ月）

供用時
（9年6ヶ月）

事業完了後
（5年間）

備考

蟹田沢ビオ
トープ

1回以上適宜実
施する。

蟹田沢ビオ
トープ及び
小網代の森

1回以上適宜実
施する。

移植後1ヶ月間は定着状況の確認
のための調査を実施する。

藻
類

蟹田沢ビオ
トープ

カエル類、ミナミメ
ダカ、その他水生生
物

蟹田沢ビオ
トープ

1回以上適宜実
施する。

サラサヤンマ、トゲ
ナナフシ、ウラナミ
アカシジミ

蟹田沢ビオ
トープ

ホタル類
蟹田沢ビオ

トープ

飼育
施設

調査は飼育の記録とする。

蟹田沢ビオ
トープ及び
小網代の森

水質はpH、BOD、SS、DO、全窒
素、全リンの計6項目とする。

注）令和7年度は赤枠をつけた事業完了後（5年間）の期間に該当する。                     

事後調査報告書の提出
年度ごとに調査を実施し、その結果の検証及び専
門家の意見を踏まえ作成した後、速やかに提出す
る。

保全対象種及び群落の生育状
況調査（マツバスゲ、ヌマダ
イコン、ハンゲショウ、ラン
類）

年4回以上適宜実施する。

主な出現時期に年1回以上実施する。

主な出現時期に年4回以上実施する。

地域個体群の保存（メダカ、
ホタル類）

期間については、生育地を改変する時期から3年
間とするが、それ以降は対象種の定着状況を踏ま
え、専門家委員会により検討を行う。

1回/季、年4回実施する。

専門家委員会の意見を踏まえ、随時実施する。

動
物
・
水
生
生
物

年4回以上適宜実施する。

保全対
象種の
生息状
況調査

主な出現時期に年1回以上実施する。

専門家委員会

ビオトープ供給水の水質・流速・
流量調査

事後調査項目等

植
生

緑化法面における植栽木の生
育状況調査

年4回以上適宜実施する。

チャイロカワモズクの生育状
況調査

植
物
・
動
物
・
生
態
系
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1）環境保全対策及び事後調査の実施の経緯 

環境保全対策及び事後調査の実施については、着手後に専門家委員会を設置し、効果を検証

するため意見の聴取を行い、維持・管理における改善等に反映するものとしている。専門家委

員会の設立趣旨を図 2-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 専門家委員会の設立の趣旨 

 

上記の設立の趣旨に基づき、平成 21 年 6 月 29 日に第 1 回専門家委員会を開催し、これまで

に委員会を計 21回開催した。専門家委員会の構成を表 2-2に、これまでの開催状況を表 2-3

に示す。なお令和 7年 6月に事後調査が終了し、第 21回が最後の委員会となる。 

 

三浦市三戸地区発生土処分場建設事業 
 

～自然環境保全対策に係る専門家委員会～ 
 

○設立の趣旨 

三浦市三戸地区発生土処分場建設事業（以下「対象事業」という。）につきましては、神奈川県環境

影響評価条例に基づく環境影響予測評価書（以下「予測評価書」という。）を平成 21 年 5 月 29 日に県

に提出させていただきました。 

対象事業の実施にあたっては、実施区域で確認された貴重な動物や植物種及び植物群落について、適

切な環境保全対策を行って影響を可能な限り軽減する対策を実施する計画としています。 

環境保全対策の主な内容としては、小網代の森や農地造成事業区域内の自然環境保全エリアに設置

される「蟹田沢ビオトープ」の適地への貴重な動植物の移植及び移設対策とその適切な維持・管理、さ

らにホタル類やミナミメダカの人工飼育による地域個体群の保存などを計画しており、併せてこれら

の対策の効果をモニタリングするための事後調査の実施を計画しています。 

これらの環境保全対策及び事後調査の実施にあたっては、専門家委員会を設置し、事後調査の結果を

踏まえながら対策の効果を検証し、維持・管理における改善等に反映するため、専門家を中心とする委

員会を設け、指導を受ける計画としています。 
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表 2-2 専門家委員会の構成 

 委員長及び委員の主な専門分野 

委員長 植生、生態系等 

委員 魚類、生態系等 

委員 昆虫類、生態系等 

委員 藻類、水質、生態系等 

委員 京浜急行電鉄㈱、開発事業及び工事施工 

 

表 2-3 専門家委員会の開催状況 

 開催日 備考 

第1回 平成21年6月29日  

第2回 平成21年9月7日  

第3回 平成21年10月7日  

第4回 平成21年11月27日  

第5回 平成22年6月21日  

第6回 平成22年12月17日  

第7回 平成23年6月17日  

第8回 平成24年6月11日  

第9回 平成25年6月17日  

第10回 平成26年6月10日  

第11回 平成27年6月10日  

第12回 平成28年6月23日  

第13回 平成29年6月13日  

第14回 平成30年6月19日  

第15回 令和2年1月23日  

第16回 令和2年11月16日  

第17回 令和3年11月24日  

第18回 令和5年3月24日  

第19回 令和6年3月12日  

第20回 令和7年3月12日  

第21回 令和7年9月17日 令和7年度実施分 

※：概要については、参考資料 2 専門家委員会の開催状況に示す。 

 

予測評価書における環境保全対策の内容と専門家委員会における検討結果の内容を表 2-4に

示す。 

なお、予測評価書（平成 21年 5月）時点では確認されていなかったチャイロカワモズク（準

絶滅危惧種、環境省レッドリスト平成 19 年 8 月～令和 7 年 3 月）が、平成 21 年度に実施区域

で確認されたため、専門家委員会の意見を踏まえて新たな保全対象種とした（表 2-4）。 
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表
 2

-4
 
予
測
評
価
書
に
お
け
る
環
境
保
全
対
策
の
内
容
と
専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
検
討
結
果
の
内
容
(
1
/
3)
 

 
保

全
対

象
環

境
保

全
目

標
環

境
保

全
対

策
環

境
保

全
目

標
環

境
保

全
対

策
効

果
の

検
証

年
に

1
回

、
状

況
を

報
告

す
る

。
（
目

標
と

の
整

合
は

移
植

し
た

株
の

生
育

状
況

に
よ

り
判

断
す

る
。

）

移
植

し
た

株
の

生
育

地
の

面
積

の
変

化
を

追
跡

調
査

す
る

。

ヌ
マ

ダ
イ

コ
ン

、
ハ

ン
ゲ

シ
ョ

ウ
群

落
の

生
育

地
の

面
積

の
変

化
を

追
跡

調
査

す
る

。

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
は

、
ヌ

マ
ダ

イ
コ

ン
、

ハ
ン

ゲ
シ

ョ
ウ

群
落

の
ビ

オ
ト
ー

プ
に

お
け

る
生

育
状

況
と

す
る

。

陸 生 植 物

エ
ビ

ネ
ナ

ギ
ラ

ン
マ

ヤ
ラ

ン
ク

ロ
ム

ヨ
ウ

ラ
ン

ヤ
ブ

コ
ウ

ジ
ー

ス
ダ

ジ
イ

群
集

保
全

対
象

の
生

育
地

で
あ

る
広

葉
樹

林
の

環
境

を
ビ

オ
ト
ー

プ
で

創
出

し
て

保
全

整
備

す
る

。

･小
網

代
の

森
へ

の
移

植
。

･周
辺

残
存

樹
林

へ
の

移
植

。
･蟹

田
沢

ビ
オ

ト
ー

プ
に

お
け

る
ヤ

ブ
コ

ウ
ジ

－
ス

ダ
ジ

イ
群

集
の

構
成

種
に

よ
る

法
面

緑
化

の
維

持
管

理
。

･工
事

中
に

お
け

る
実

施
区

域
周

辺
部

の
樹

林
や

貴
重

な
植

物
の

株
の

保
護

対
策

。

予
測

評
価

書
と

同
様

。
予

測
評

価
書

と
同

様
。

な
お

、
対

策
は

工
事

の
進

捗
状

況
に

合
わ

せ
て

実
施

す
る

（
平

成
22

年
春

季
以

降
）。

移
植

し
た

株
の

活
着

状
況

の
確

認
及

び
植

栽
し

た
樹

木
の

生
育

状
況

の
確

認
。

移
植

し
た

株
ま

た
は

植
栽

し
た

樹
木

の
生

育
状

況
に

よ
り

判
断

す
る

。
新

た
に

移
植

す
る

場
合

は
、

過
密

に
な

ら
な

い
よ

う
移

植
先

を
分

散
さ

せ
る

。

チ
ャ

イ
ロ

カ
ワ

モ
ズ

ク
－

－

蟹
田

沢
ビ

オ
ト
ー

プ
に

お
け

る
新

た
な

生
育

地
を

創
出

す
る

。

･カ
ワ

モ
ズ

ク
類

が
生

育
す

る
基

質
（
石

）
を

移
動

す
る

。
･移

植
地

に
お

い
て

は
下

流
側

に
付

着
基

質
を

施
設

し
て

生
育

環
境

の
拡

大
を

図
る

。

移
植

し
た

基
質

に
定

着
し

て
い

る
か

調
査

す
る

（
平

成
2
2
年

1
2
月

以
降

開
始

）
。

移
植

し
た

基
質

に
定

着
し

て
い

る
か

調
査

す
る

（
平

成
2
2
年

1
2
月

以
降

開
始

）
。

委
員

会
の

意
見

を
踏

ま
え

て
の

新
た

な
対

象
種

。

藻
類

予
測

評
価

書
と

同
様

。
対

策
は

工
事

の
進

捗
状

況
に

合
わ

せ
て

実
施

す
る

。
移

植
し

た
株

の
活

着
状

況
に

応
じ

て
、

再
移

植
を

実
施

す
る

。

移
植

し
た

株
の

活
着

状
況

の
確

認
。

ヌ
マ

ダ
イ

コ
ン

ハ
ン

ゲ
シ

ョ
ウ

群
落

蟹
田

沢
ビ

オ
ト
ー

プ
の

湿
地

ビ
オ

ト
ー

プ
へ

生
育

地
の

表
土

を
移

植
す

る
。

予
測

評
価

書
と

同
様

。
た

だ
し

、
以

下
も

考
慮

す
る

。
・
蟹

田
沢

ビ
オ

ト
ー

プ
予

定
地

に
は

ザ
リ
ガ

ニ
を

持
ち

込
ま

な
い

よ
う
に

す
る

。
・
蟹

田
沢

ビ
オ

ト
ー

プ
予

定
地

に
お

い
て

ハ
ン

ゲ
シ

ョ
ウ

群
落

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

表
土

移
植

を
行

う
と

ザ
リ
ガ

ニ
も

同
時

に
移

植
す

る
可

能
性

が
高

い
た

め
、

北
川

の
表

土
移

植
は

行
わ

な
い

。
湿

地
の

拡
大

に
よ

り
ハ

ン
ゲ

シ
ョ
ウ

群
落

の
生

育
地

を
拡

大
す

る
よ

う
に

整
備

す
る

。
ヌ

マ
ダ

イ
コ

ン
は

播
種

ま
た

は
苗

に
よ

り
、

新
た

に
生

育
地

を
創

出
す

る
（
平

成
22

年
春

季
以

降
開

始
）。

湿
地

ビ
オ

ト
ー

プ
に

お
け

る
ヌ

マ
ダ

イ
コ

ン
、

ハ
ン

ゲ
シ

ョ
ウ

群
落

の
生

育
状

況
の

確
認

。

区
分

予
測

評
価

書
専

門
家

委
員

会
に

よ
る

指
導

今
後

の
追

跡
調

査
備

考

植 物

湿 生 植 物

マ
ツ

バ
ス

ゲ

保
全

対
象

の
生

育
地

で
あ

る
谷

底
湿

地
の

環
境

を
ビ

オ
ト
ー

プ
に

創
出

し
て

保
全

整
備

す
る

。

蟹
田

沢
ビ

オ
ト
ー

プ
の

湿
地

ビ
オ

ト
ー

プ
へ

株
を

移
植

す
る

。
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表
 2

-4
 
予
測
評
価
書
に
お
け
る
環
境
保
全
対
策
の
内
容
と
専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
検
討
結
果
の
内
容
(
2
/
3)
 

保
全

対
象

種
保

全
目

標
保

全
対

策
保

全
目

標
保

全
対

策
効

果
の

検
証

ウ
ラ

ナ
ミ

ア
カ

シ
ジ

ミ

コ
ナ

ラ
を

中
心

と
し

た
落

・
広

葉
樹

林
及

び
暖

地
性

昆
虫

類
の

生
息

場
所

を
保

全
整

備
す

る
。

･蟹
田

沢
沿

い
周

辺
域

に
、

樹
林

性
の

種
の

誘
致

･発
生

・
定

着
を

目
的

と
し

た
環

境
を

創
出

す
る

。

予
測

評
価

書
と

同
様

。
な

お
、

対
策

は
工

事
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。

ト
ゲ

ナ
ナ

フ
シ

マ
テ

バ
シ

イ
・
タ

ブ
を

中
心

と
し

た
照

葉
樹

林
及

び
暖

地
性

昆
虫

類
の

生
息

場
所

を
保

全
整

備
す

る
。

蟹
田

沢
沿

い
の

法
面

に
照

葉
樹

を
植

栽
す

る
こ

と
に

よ
り

、
照

葉
樹

林
に

依
存

す
る

種
の

生
息

地
と

し
て

、
連

続
性

を
持

た
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

対
策

は
工

事
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。

移
設

に
よ

る
保

全
対

策
を

実
施

す
る

。

ニ
ホ

ン
ア

カ
ガ

エ
ル

ア
ズ

マ
ヒ

キ
ガ

エ
ル

シ
ュ

レ
ー

ゲ
ル

ア
オ

ガ
エ

ル

事
業

着
手

時
に

北
川

で
卵

塊
や

幼
生

、
成

体
を

捕
獲

し
、

蟹
田

沢
沿

い
に

移
設

す
る

。

予
測

評
価

書
と

同
様

。
な

お
、

対
策

は
工

事
の

進
捗

状
況

に
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。

ゲ
ン

ジ
ボ

タ
ル

･成
虫

を
採

取
→

卵
→

幼
虫

飼
育

→
放

流
（
初

齢
及

び
終

齢
幼

虫
時

）
･ビ

オ
ト
ー

プ
の

整
備

（
石

や
流

木
な

ど
を

利
用

し
て

、
川

の
中

や
岸

辺
に

ホ
タ

ル
の

産
卵

場
所

を
準

備
）

･餌
（カ

ワ
ニ

ナ
）
の

放
流

･ビ
オ

ト
ー

プ
へ

の
定

着
が

確
認

さ
れ

た
た

め
、

幼
虫

の
放

流
及

び
人

工
飼

育
を

終
了

す
る

。

ヘ
イ

ケ
ボ

タ
ル

一
時

ス
ト
ッ

ク
エ

リ
ア

へ
の

放
流

と
人

工
飼

育
に

よ
る

地
域

個
体

群
の

保
存

。

一
時

ス
ト
ッ

ク
エ

リ
ア

に
お

け
る

継
続

的
な

生
息

が
確

認
で

き
た

た
め

、
放

流
と

人
工

飼
育

を
終

了
す

る
。

サ
ラ

サ
ヤ

ン
マ

-
-

蟹
田

沢
ビ

オ
ト
ー

プ
に

新
た

な
生

息
場

を
可

能
な

限
り

創
出

す
る

。

･成
虫

メ
ス

の
捕

獲
・
人

工
採

卵
を

試
み

、
卵

ま
た

は
幼

虫
を

移
設

す
る

。
･ビ

オ
ト
ー

プ
に

生
息

・
繁

殖
環

境
を

可
能

な
限

り
創

出
す

る
。

ビ
オ

ト
ー

プ
に

お
け

る
生

息
・繁

殖
状

況
の

確
認

（
平

成
22

年
6
月

以
降

開
始

）
。

ビ
オ

ト
ー

プ
に

お
け

る
生

息
・繁

殖
状

況
の

確
認

。
専

門
家

委
員

会
の

委
員

意
見

に
よ

る
新

た
な

保
全

対
象

種
。

動 物

樹 林

予
測

評
価

書
と

同
様

。
整

備
し

た
ビ

オ
ト
ー

プ
に

お
け

る
生

息
・
定

着
状

況
の

確
認

（
平

成
22

年
春

季
以

降
開

始
）。

整
備

し
た

ビ
オ

ト
ー

プ
に

お
け

る
生

息
・
定

着
状

況
の

確
認

。

湿 地 （ 谷 戸 部 ） の 種

現
存

の
樹

林
地

及
び

蟹
田

沢
の

湧
水

を
利

用
し

て
流

水
性

及
び

止
水

性
の

湿
地

環
境

を
保

全
整

備
し

、
多

様
性

の
あ

る
里

山
と

し
て

昆
虫

類
、

両
生

類
、

魚
類

の
生

息
場

所
と

す
る

。

･成
虫

を
捕

獲
し

、
蟹

田
沢

沿
い

に
移

設
す

る
。

ま
た

、
ホ

タ
ル

類
移

設
時

に
カ

ワ
ニ

ナ
や

、
大

型
水

生
生

物
に

つ
い

て
も

可
能

な
限

り
移

設
す

る
。

･事
業

着
手

時
か

ら
3
年

程
度

は
当

地
域

の
個

体
群

を
飼

育
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
個

体
群

の
保

存
を

行
う
。

･ヨ
シ

・
ガ

マ
が

生
育

す
る

環
境

を
整

備
す

る
。

地
域

個
体

群
の

保
存

状
況

の
確

認
。

ま
た

は
、

放
流

個
体

の
定

着
の

状
況

確
認

（
平

成
22

年
6
月

以
降

開
始

）。

地
域

個
体

群
の

保
存

状
況

の
確

認
。

ま
た

は
、

放
流

個
体

の
定

着
の

状
況

確
認

。

区
分

予
測

評
価

書
専

門
家

委
員

会
に

よ
る

指
導

今
後

の
追

跡
調

査
備

考
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表
 2
-4
 
予
測
評
価
書
に
お
け
る
環
境
保
全
対
策
の
内
容
と
専
門
家
委
員
会
に
お
け
る
検
討
結
果
の
内
容
(
3
/
3)
 

保
全

対
象

種
保

全
目

標
保

全
対

策
保

全
目

標
保

全
対

策
効

果
の

検
証

ミ
ナ

ミ
メ

ダ
カ

・
改

変
前

に
北

川
に

生
息

す
る

個
体

を
蟹

田
沢

沿
い

に
移

設
す

る
。

・
事

業
着

手
時

か
ら

3
年

程

度
は

採
集

個
体

を
飼

育
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
個

体
群

の

保
存

を
行

う
。

・
ヨ

シ
・
ガ

マ
が

生
育

す
る

環
境

を
整

備
す

る
。

・
改

変
前

に
北

川
に

生
息

す
る

個
体

を
可

能
な

限
り

捕
獲

し
、

移
設

及
び

地
域

個
体

群
の

保
存

を
行

う
。

・
遺

伝
子

汚
染

の
懸

念
が

あ
る

が
、

系
統

維
持

さ
れ

て

い
る

個
体

群
を

も
と

に
、

自
然

環
境

下
で

の
生

息
箇

所

を
創

出
す

る
た

め
ビ

オ
ト
ー

プ
へ

の
移

設
を

行
い

、
定

着
状

況
を

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
す

る
。

地
域

個
体

群
の

保
存

状
況

の
確

認
。

ま
た

は
、

放
流

個
体

の
定

着
の

状
況

確
認

。

地
域

個
体

群
の

保
存

状
況

の
確

認
。

ま
た

は
、

放
流

個
体

の
定

着
の

状
況

確
認

。

そ
の

他
の

水
生

生
物

可
能

な
限

り
移

設
す

る
。

可
能

な
限

り
移

設
す

る
。

放
流

個
体

の
定

着
の

状
況

確
認

（
平

成
22

年
春

季
以

降
開

始
）。

放
流

個
体

の
定

着
の

状
況

確
認

。

区
分

予
測

評
価

書
専

門
家

委
員

会
に

よ
る

指
導

今
後

の
追

跡
調

査
備

考

動 物

水 生 生 物

蟹
田

沢
の

湧
水

を
利

用
し

て
流

水
性

及
び

止
水

性
の

湿
地

環
境

を
保

全
整

備
し

、
多

様
性

の
あ

る
里

山
と

し
て

水
生

生
物

の
生

息
の

場
所

と
す

る
。

予
測

評
価

書
と

同
様

。
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2. 事後調査範囲及び地点 

1）植生 

（1）緑化法面における植栽木の生育状況調査 

事後調査の地点は、蟹田沢ビオトープの緑化法面に設けられた 10m×10m 程度の方形の調査

区とした。緑化法面及び調査区を図 2-2に示す。 

 

 

図 2-2 緑化法面及び植栽木の生育状況のモニタリング調査区位置 

 

（2）保全対象種及び群落の生育状況調査 

事後調査の範囲及び地点は、蟹田沢ビオトープ及び小網代の森の移植地点とした。 

 

2）藻類 

事後調査の範囲は、蟹田沢ビオトープの水路とした。 

 

3）動物・水生生物 

（1）保全対象種の生育状況調査 

事後調査の範囲は、蟹田沢ビオトープとした。 

ホタル類については、蟹田沢ビオトープに加え、元の生息地である実施区域内の北川とホタ

ル保全対策における一時的な移設先として設けられた一時ストックエリアを調査範囲とした。

蟹田沢ビオトープ、実施区域及び一時ストックエリアの位置を図 2-3 に示す。蟹田沢ビオト

ープでの調査は平成 22～令和 6年度に実施したが、北川での調査は平成 22年度のみ、また一

時ストックエリアでの調査は平成 22～令和 2 年度に実施した。なお、北川は実施区域におけ

る工事の進行に伴い平成 22 年度以降改変され、また一時ストックエリアはホタル保全対策に

おける役割が終了し（p.100、101参照）、さらに現地で別事業が開始されたため令和 3年 6月

に消失した。 
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図 2-3 蟹田沢ビオトープ、実施区域及び一時ストックエリアの位置 
航空写真出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp） 

 

（2）地域個体群の保存（ミナミメダカ、ホタル類） 

事後調査地点は、地域個体群の保存のための室内水槽等を設置した場所とした。 

 

4）ビオトープ供給水の水質・流速・流量 

事後調査地点は、蟹田沢ビオトープに供給される暗渠からの水（No.1）と、法面及び斜面林

下部から湧出する水（No.2）、ビオトープ内を流れる水路の水（No.3）の 3地点と、比較参考の

ため小網代の森のヤシャブシ谷（No.4）の 1地点、計 4地点とした。調査地点を図 2-4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 水質・流速・流量調査地点 

No.4 小網代の地図の地形図出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp） 

実施区域 

№4 小網代 
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3. 事後調査時点 

専門家委員会における意見を踏まえ、環境保全対策として実施した移植及び移設並びに調査等

の実施状況を表 2-5 に示す。現場での調査は令和 7 年 6 月に終了したが、ミナミメダカの人工

飼育による地域個体群の保全及びビオトープの維持管理はその後も継続して実施している。 

 

表 2-5 調査等の実施状況（令和 7年度） 

 
※1：専門家委員会の意見を踏まえ、蟹田沢ビオトープの C地点から D 地点へのマツバスゲの株分けによる移植を

実施（p.29 参照）。 

※2：整備を行った蟹田沢ビオトープの環境を良好に保つため、点検・保守・補修等を実施。 

※3：蟹田沢ビオトープの点検・保守・補修等の際に、適宜外来種の確認・除去を実施。 

 

4. 事後調査方法 

1）植生 

（1）緑化法面における植栽木の生育状況調査 

蟹田沢ビオトープの緑化法面に設けた 4つの調査区の植生について、年 4回季節ごとに写真

撮影を行い、また年 1回、植物社会学的手法により生育種・被度・群度等を調査した。また各

調査区の植栽した木と、自生の木の内の主要なものについて年 1回樹高を測定した。樹高測定

を行う木にはプラスチックのタグをつけて継続的に調査できるようにした。 

令和 7年度は春季の調査のみ実施した。なお、植物社会学的手法による調査及び樹高の測定

については毎年秋季に行っており、事業完了後は 5年間、令和 2～6年度の秋季に調査を行い、

令和 6年度で調査を終了した。 

月 7 8 9 10 11 12 1 2 3

日 3 14 24 19 26 30 2 10 16 17

○

○

事業完了し事業実施区域からの移植なし。蟹田
沢ビオトープ内でマツバスゲの株分けによる移植

を実施。※1

○

事業完了し事業実施区域からの移設なし。

○ ○

事業完了し事業実施区域からの移設なし。

○

事業完了し事業実施区域からの移設なし。

○

事業完了し事業実施区域からの移設なし。

○

○

○ ○

捕獲・移設 事業完了し事業実施区域からの移設なし。

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

人工飼育継続中。

平成26年度に人工飼育を終了。

○

○

項目 実施内容

調査等実施日（令和7年度）

備考54 6

植生

緑化法面植栽木生育状況調査

保全対象種及び群落の移植

保全対象種及び群落の生育状況調査

藻
類

チャイロカワモズク
生育環境調査（アドバイザー）

魚類生息状況調査

底生生物
底生生物捕獲・移設

底生生物生息状況調査

ゲンジボタル、ヘイケボタルのビオトープへの定着
が確認され、平成25年度で移設を終了した。人工飼育個体の移設

専門家委員会の意見を踏まえての新たな対象種。
令和7年度は捕獲・人工飼育・移設なし。生息状況調査

トゲナ
ナフシ 生息状況調査

ウラナミアカシジミ生息状況調査

サラサ
ヤンマ

捕獲･人工飼育・移設

専門家委員会の意見を踏まえての新たな対象種。
生育状況調査

カエル類
移設

生息状況調査

地域個体群の保全
ミナミメダカ人工飼育

ホタル類人工飼育

ビオトープ供給水の水質・流速・流量調査

ビオトープ維持管理
点検・保守・補修等※2

動
物
・
水
生
生
物

昆虫類

昆虫類生息状況調査

生息状況調査

ホタル類

捕獲・移設

魚類

ミナミメダカ移設

ミナミメダカ生息状況調査

魚類捕獲・移設

外来種駆除※3

専門家委員会
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（2）保全対象種及び群落の生育状況調査 

マツバスゲ、ヌマダイコン、エビネ、ナギラン、キンラン、マヤラン、クロムヨウランにつ

いては各移植地点における地上部の株数を数え、また開花・結実についても記録を行った。ハ

ンゲショウについてはビオトープ内の群落面積の測定を行った。調査は年 4回季節ごとに行っ

たが、株数や群落面積の測定は、各植物の出現時期において毎年同じ季節に行った。令和 7年

度は春季の調査のみ実施した。 

 

2）藻類 

ビオトープ内の水路においてチャイロカワモズクの株数を計数した。 

調査は年 1回、主な出現時期である冬季に行っており、事業完了後は 5年間、令和 2～6年度

の冬季に調査を行い、令和 6 年度で調査を終了した。 

 

3）動物・水生生物 

（1）保全対象種の生育状況調査 

カエル類については、目撃による生息状況の調査を行い、卵塊や個体の計数を行った。また

シュレーゲルアオガエルについては成体が大きな声で鳴くため、鳴き声による調査も行った。 

ミナミメダカを含む魚類と水生昆虫類を含む底生生物については、タモ網による捕獲及び目

視により生息状況の調査を行った。なお、ミナミメダカについては個体数を計数したが、それ

以外の種については生息の確認のみを行った。 

サラサヤンマ、トゲナナフシ、ウラナミアカシジミについては、任意採取法及び目撃により

生息状況の調査を行った。また、保全対象種ではないその他の陸上昆虫類についても、同様の

方法で生息状況の調査を行った。なおサラサヤンマ、トゲナナフシ、ウラナミアカシジミにつ

いては個体数を計数したが、それら以外の陸上昆虫類については生息の確認のみを行った。 

ホタル類（ゲンジボタル、ヘイケボタル）については日没後に成虫の飛翔を目視で確認し、

個体数を計数した。 

カエル類と陸上昆虫類は年 3回、春季、夏季、秋季に、ミナミメダカを含む魚類と底生生物

は年 4回季節ごとに調査を行った。サラサヤンマとウラナミアカシジミは成虫の出現時期であ

る春季に調査を行った。トゲナナフシは幼虫について春季に、成虫は夏季に調査を行った。ホ

タル類は成虫の出現時期である 5～6 月に調査を行った。令和 7 年度は、動物・水生生物につ

いて春季の調査及び 5～6月のホタル類の調査のみ実施した。 
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（2）地域個体群の保存（ミナミメダカ、ホタル類） 

ミナミメダカについては、実施区域の北川で捕獲して水槽等における人工飼育を行い、飼育

状況を記録した。令和 7年度においてもミナミメダカの飼育を継続している。 

ホタル類（ゲンジボタル、ヘイケボタル）については、実施区域の北川上流部で成虫を捕獲

して採卵し、人工飼育施設において飼育を行って飼育状況を記録した。また人工飼育により発

生した成虫を移設した一時ストックエリア（ゲンジボタル、ヘイケボタル）及び蟹田沢ビオト

ープ（ゲンジボタルのみ）においても、成虫の捕獲、採卵を行い、人工飼育を行って飼育状況

を記録した。なお蟹田沢ビオトープにおける継続的な生息が確認されたため、ホタル類の人工

飼育による地域個体群の保存は平成 26年度で終了した。 

 

4）ビオトープ供給水の水質・流速・流量 

ビオトープに供給される水の水質・流速・流量を測定し、事業着手時との比較を行うことで

供給される水の変化についてモニタリングを行った。水質調査項目は、水素イオン濃度（pH）、

生物化学的酸素要求量（BOD）、浮遊物質量（SS）、溶存酸素量（DO）、全窒素及び全リンの計 6項

目とした。 

調査は年 4回季節ごとに行ったが、令和 7年度は春季の調査のみ実施した。 
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5. ビオトープの維持管理 

貴重な動植物の移植・移設等による保全対策を行う場として整備した蟹田沢ビオトープにお

いて、保全対象の生物の生育・生息環境を良好に保つために、以下に示す維持管理を行った。

維持管理を実施している緑化法面及びビオトープの湿地範囲を図 2-5に示す。 

維持管理作業は、公益財団法人かながわトラストみどり財団に委託して実施した。緑化法面

（約 1ha）は植栽が行われており、年 1回の草刈りを行った。ビオトープの湿地範囲（約 0.5ha）

に関しては、森林インストラクターの資格者複数人により原則として週 3 日（隔日で実施。た

だし、悪天候時及び年末年始を除く。）維持管理作業を行った。湿地範囲には水路、池、湿地、

草地、林地等が存在し、また作業用径路が設けられている。巡視を行い、それらの場の状況、

草や樹木の繁茂状況、外来種の侵入状況等を確認した。その上で泥上げや木の板の設置による

水路や池の維持、堰板の調整による水流と水位の管理、植生遷移や暗環境化を防ぐための草刈

りや伐採、畦道状の径路や木の板を敷いてある径路の補修等の作業を行った。泥上げや草刈り

等の作業は、保全対象生物を傷つけたり、生育・生息環境を乱したりしないよう、当該生物の

出現箇所や出現時期を避け、また一気に環境を改変しないように配慮して行った。また、外来

種が確認された場合は適宜駆除を行った。 

これらの状況については専門家委員会で報告を行い、委員の助言を受けて維持管理を実施し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 維持管理を実施している緑化法面及びビオトープの湿地範囲 

 

 

 

草刈り範囲（法面） 

草刈り範囲（水辺湿地） 

農地造成事業区域 

立入禁止柵 

法面緑化 

湿地（湿性植物移植地） 

湿地 
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別添2-2. 事後調査の結果 

 

1. 事後調査の結果 

1）植生 

蟹田沢ビオトープの法面において、平成 21年に植栽された樹木の生育状況のモニタリング調

査及び植生調査を実施した。 

また、実施区域の工事箇所における保全対象種及び群落の確認のための生育状況調査、移植

等の保全対策、及びその後の生育状況調査を実施した。 

 

（1）蟹田沢ビオトープの緑化法面における植栽木の生育状況 

蟹田沢ビオトープの法面の約 1ha は、農地造成事業（三浦市三戸土地改良区、平成 20 年工

事完了）により植栽木による緑化が行われている。緑化実施後の平成 21 年度の法面の状況を

図 2-6に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 緑化実施後の平成 21年度の法面の状況（平成 21年 9月 7日） 

 

蟹田沢ビオトープの法面に植栽された樹木の種類については、周辺の樹林の植生を参考に樹

種の選定が行われている。法面における植栽木の樹種構成を表 2-6に示す。 

 

表 2-6 法面における植栽木の樹種構成 

樹種 植栽本数 

スダジイ 約 400本 

カシ類 約 400本 

タブノキ 約 400本 

コナラ 約 400本 

オオシマザクラ 約 400本 

計 約 2000本 
※：平均植栽密度 1.0 本/5.0m2 
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令和 7年度は、植栽後の生育状況の調査を 4月に実施した。令和 7年 4月の各調査区の状況

を図 2-7に示す。一部で枯死等が見られるものの、植栽木の生育は概ね順調であった。 

 

  

  

図 2-7 緑化法面の調査区の状況（令和 7年 4月 14日） 

  

調査区 No.1 

 

調査区 No.2 

 

調査区 No.3 

 

調査区 No.4 
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植物社会学的手法による調査及び樹高の測定は令和 6年度の秋季まで実施しており、令和 6

年度の各調査区の植栽木と優占種等の状況を表 2-7に、平成 22～令和 6年度の各調査区の優

占種を表 2-8に、平成 22～令和 6年度の各調査区の樹高の変化を図 2-8に示す。 

植栽木による緑化の実施後、植栽木が林冠を形成し、初期に優占した先駆樹種のオオバヤシ

ャブシやアカメガシワは駆逐されて樹林化の進行する様子が観察されてきたが、令和 6年度に

高木の一層の伸長が進み、全ての調査区で高木層の分化及び形成が認められた。林冠の発達し

た調査区 1及び 2では、草本層の衰退が見られ、林冠に間隙のある調査区 3及び 4では、引き

続きススキ等が優占していた。 

令和 7年度も、植栽木の一部で虫害、タイワンリスによる食害、風害または塩害の影響の可

能性がある枯死が見られるものの、生育は概ね順調であり、補植は必要ないと考えられた。 

維持管理方針としては、草本は定期的に除去することとし、特に外来種やツル植物は除草・

伐採作業時に除去することとした。オオバヤシャブシ等の先駆樹種は特に生育が早く、植栽木

への被圧が考えられることから、引き続き、剪定・伐採を行うこととした。また、除草、剪定・

伐採後に発生した刈草や剪定枝等は、法面の表土保護及び堆肥として活用することとした。以

上の方針に従い、毎年 1回、秋季に法面の草刈りを実施しており、異常はみられない結果とな

っていることから今後も継続することとした。 

 

表 2-7 各調査区の植栽木と優占種等の状況（令和 6年 11月 25日） 

調査区 
No. 

植栽木 植被率 優占種 侵入種(樹木実生) 草本層 

1 

アラカシ 
タブノキ 
コナラ 
 

高木層 
55% 

アラカシ、コナラ アラカシ、アカメガ
シワ、イヌビワ、ス
ダジイ、ヒサカキ、
ムラサキシキブ、ク
サギ、ハゼノキ、ア
オキ 

フジ、ケチヂミザサ、セイ
タカアワダチソウ、タチ
ツボスミレ、ヤマノイモ、
ヘクソカズラ、フユノハ
ナワラビ等 

低木層 
40% 

タブノキ、コナラ 

草本層 
10% 

フジ、ケチヂミザサ 

2 

スダジイ 
アラカシ 
タブノキ 
 

高木層 
95% 

アラカシ、スダジイ アラカシ、ハリギ
リ、アオキ、シロダ
モ 

フジ、ススキ、ミツバア
ケビ、ケチヂミザサ、オ
オバウマノスズクサ、ヤ
ブカラシ、シュンラン等 

低木層 
1% 

タブノキ 

草本層 
5% 

フジ 

3 

スダジイ 
タブノキ 
コナラ 
オオシマザク
ラ 

高木層 
70% 

オオシマザクラ ハゼノキ、エノキ、
モチノキ、アカメガ
シワ、ケヤキ、ミズ
キ、トベラ、シロダ
モ、アラカシ、コナ
ラ 

ススキ、セイタカアワダ
チソウ、ヘクソカズラ、メ
リケンカルカヤ、ミツバ
アケビ、タンキリマメ、オ
オバノウマノスズクサ等 

低木層 
5% 

コナラ 

草本層 
70% 

ススキ 

4 

スダジイ 
アラカシ 
タブノキ 
 

高木層 
25% 

ミズキ ハゼノキ、エノキ、
アカメガシワ、タブ
ノキ、ケヤキ 

ススキ、タンキリマメ、 
セイタカアワダチソウ、 
フジ、ヘクソカズラ、スイ
カズラ、ミツバアケビ、ケ
チヂミザサ等 

低木層 
50% 

スダジイ、アラカシ 

草本層 
70% 

ススキ、タンキリマメ 
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図 2-8 各調査区の樹高の変化（平成 22～令和 6年度） 

＊：植栽木。なお調査区内の自生の主要な木（＊なし）についても樹高測定を行った。 

※：調査区 No.2 のタブノキ 2 及び調査区 No.4 のタブノキ 1 の令和 5 年度から 6 年度の樹高の変化は、現場状況

からタイワンリスの食害によると考えられる。 
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（2）保全対象種及び群落の保全対策及び生育状況 

実施区域からの保全対象種及び群落の移植の状況を表 2-9に示す。 

 

表 2-9 実施区域からの保全対象種及び群落の移植の状況 

種名 移植実施日 場所 箇所数 移植株数 合計株数 

マツバスゲ H22 年 5 月 19 日 実施区域→蟹田沢ビオトープ 2 
7 

13 
6 

ヌマダイコン H22 年 5 月 19 日 実施区域→蟹田沢ビオトープ 2 
29 

57 
28 

ハンゲショウ※ － － 0 0 0 

エビネ 

H22 年 5 月 6-7 日 実施区域→蟹田沢ビオトープ 1 24 

247 
H22 年 11 月 24-25 日 実施区域→小網代の森 2 

187 

10 

H23 年 11 月 15-16 日 実施区域→小網代の森 1 13 

H28 年 4 月 4 日 実施区域→蟹田沢ビオトープ 1 13 

キンラン 

H22 年 11 月 24-25 日 実施区域→小網代の森 1 15 

37 
H22 年 12 月 21-22 日 実施区域→小網代の森 1 7 

H23 年 1 月 20 日 実施区域→小網代の森 1 7 

H23 年 9 月 29 日 実施区域→小網代の森 1 8 

ナギラン H22 年 11 月 24-25 日 実施区域→蟹田沢ビオトープ 1 8 8 

マヤラン H22 年 12 月 21-22 日 実施区域→小網代の森 1 2 2 

クロムヨウラン 

H22 年 10 月 19-22 日 実施区域→小網代の森 1 42 

48 H22 年 12 月 21-22 日 実施区域→小網代の森 1 1 

H23 年 11 月 9-10 日 実施区域→小網代の森 1 5 

※：ハンゲショウ群落については、専門家委員会の意見（アメリカザリガニのビオトープへの侵入防止）を踏ま
え、予測評価書に記載した当初の保全対策計画である土壌移植による群落形成を行わず、蟹田沢ビオトープ
に生育している既存群落の生育を促進する対策を実施し、生育状況調査を実施することとなった。 

 

各対象種及び群落の保全対策の実施状況及び生育状況調査結果について、次項に示す。 

  



 

29 

イ．マツバスゲ 

マツバスゲについては、平成 22年度に計 13 株を蟹田沢ビオトープの 2箇所へ移植した（以

下「C 地点、D 地点」と表記）。移植地点を図 2-9 に、また生育状況調査結果を図 2-10、図 

2-11及び表 2-10に示す。 

C 地点では、平成 24 年 5 月に確認したところ生育状況がよくなかったため、生育していた

3 株の再移植を行った。原因として C地点は高潮が発生した際に影響を受けた可能性が考えら

れた。再移植後、平成 24 年 11 月に 3 株生育していることが確認された。それらの 3 株は引

き続き令和 7年 4月まで生育が確認されている。 

専門家委員会の委員意見を受けて、株数を増やして保全を行うため、C地点で令和 4年 3月

に試験的に従来の株の一部を分けて、3株を増やす移植を行った。その後、周囲の他の草が繁

茂し、少量の株分けであったため判別が困難となったが、令和 5 年 4 月に新規の 3 株が開花

したことにより周囲の草との見分けがつき、生育が確認された。これらの 3 株も令和 7 年 4

月まで確認されている。 

C地点では、平成 24年から生育している株が自然に分かれて、令和 7年 4月初頭に 6株が

増えた状態となった。内 2株を後述の D地点への移植に使ったため、C地点は計 10株となっ

た。 

D 地点は、平成 29 年 9 月 28 日の集中豪雨（198.5 ㎜/日、アメダス 三浦観測所）による

土砂崩れで埋没した。土砂の除去等の復旧作業後、根株は確認できたが、発芽は見られなかっ

た。その後マツバスゲは消失し、平成 30年度以降、令和 6年度まで生育個体は確認されなか

った。専門家委員会の委員意見を受けて、生育場所を増やして保全を行うため、令和 7年 4月

3 日に C地点から D地点に 2 株の移植を行った。 

マツバスゲは春季に開花するが、平成 24年度の C地点を除き、平成 23 年度以降、表 2-10

に示した全ての株で開花を確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 マツバスゲの移植地点 

 

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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図 2-10 マツバスゲの生育状況調査結果（C地点、左：移植地遠景、右：移植個体近景） 

 

  

図 2-11 マツバスゲの生育状況調査結果（D地点、左上：最初の移植の 7年後、土砂崩れ復旧

後（平成 29年 11月）、左下：新規の移植後の遠景（令和 7年 4月）、右下：新規に移植した株

（令和 7年 4月）） 

 

表 2-10 マツバスゲの生育状況調査結果 

地点 

当初

移植 

株数 

総株数※1 

H22年 

11月 

H23年

5月 

H24年

5月 

H25年

5月 

H26年

5月 

H27年

5月 

H28年

4月 

H29年

4月 

H30年

4月 

H31年

4月 

R2年 

4月 

R3年 

4月 

R4年 

4月 

R5年 

4月 

R6年 

4月 

R7年 

4月 

C 7 7 6 3※2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 6※4 6 6 10※5 

D 6 6 4 4 4 4 4 4 4 -※3 - - - - - - 2※6 

計 13 13 10 7 7 7 7 7 7 3 3 3 3 6 6 6 12 

※1：生育状況調査は、総株数の確認とした。平成 24 年度の C 地点を除き、平成 23 年度以降、全ての株
で開花が確認されている。 

※2：平成 24 年 5 月に確認したところ生育状況がよくなかったため、生育していた 3 株の再移植を実施し
た。再移植後、平成 24年 11月に 3 株生育していることを確認した。 

※3：平成 29 年 9 月に集中豪雨による土砂崩れで埋没。 
※4：令和 4年 3 月に試験的に従来の株の一部を分けて、3株の株分けを行い、C 地点は 6 株となった。 
※5：平成 24 年から生育している株が自然に分かれて、令和 7 年 4 月初頭に 6 株が増えた状態となった

が、その内の 2 株を D 地点への移植に使ったため、C 地点は計 10 株となった。 
※6：令和 7年 4 月に 2 株を C地点から D 地点に移植した。 

 

移植 15年後（令和 7年 4月） 

 

最初の移植の 7年後（平成 29年 11月） 

 

新規に移植した株（令和 7年 4月） 

 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 
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ロ．ヌマダイコン 

ヌマダイコンについては、平成 22 年度に計 57 株を蟹田沢ビオトープの 2 箇所へ移植した

（以下「A地点、B地点」と表記）。移植地点を図 2-12に、生育状況調査結果を図 2-13、図 

2-14及び表 2-11に示す。ヌマダイコンは移植後 5年間で 400株以上に増加した。 

平成 29 年 9 月 28 日に集中豪雨（198.5 ㎜/日、アメダス 三浦観測所）による土砂崩れが

発生し、移植箇所の A、B地点とも埋没したため、両地点の土砂を取り除き、湿地環境を復元

した。その後、A 地点では令和元年度に 5 株、令和 2 年度に 10 株が確認されたが、その後は

生育が確認されていない。B地点では平成 30年度に 10株が確認され、その後は継続して生育

個体が確認されているものの、令和 6年度においても 20株であり、十分には回復していない。

一方、移植箇所の周囲では令和 6 年度に 150 株以上が確認されており、さらに新たな種子の

発芽も期待できることから、本種の生育地は確保されていると考えられる。令和 7 年度にお

いても、ヌマダイコンが生長していない時期の 4 月の調査であるが、B 地点で 20 株が確認さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 ヌマダイコンの移植地点 

 

  

図 2-13 ヌマダイコンの生育状況調査結果（A地点、左：平成 29年 9月の土砂崩れ復旧後の移植

地遠景、右：現在の移植地遠景） 

移植 15年後（令和 7年 6月） 

 

移植 7年後（平成 29年 11月） 

 

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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図 2-14 ヌマダイコンの生育状況調査結果（B地点、左上：平成 29年 9月の土砂崩れ復旧後の移

植地遠景、右上：現在の移植地遠景、左下：現在の移植個体近景） 

 

表 2-11 ヌマダイコンの生育状況調査結果 

地点 
移植 

株数 

総株数※1 

H22 年 

12 月 

H23 年 

11 月 

H24 年 

11 月 

H25 年 

11 月 

H26 年 

11 月 

H27 年 

11 月 

H28 年 

11 月 

H29 年 

11 月 

H30 年 

11 月 

R1 年 

11 月 

R2 年 

11 月 

R3 年 

11 月 

R4 年 

11 月 

R5 年 

11 月 

R6 年

11 月 

R7 年 

4 月 

A 29 29 100+ 80+ 100+ 150+ 200+ 200+ 0※2 0 5 10 0 0 0 0 0※3 

B 28 28 150+ 100+ 150+ 150+ 200+ 200+ 0※2 10 10 10 5 9 10 20 20※3 

計 57 57 250+ 180+ 250+ 300+ 400+ 400+ 0※2 10 15 20 5 9 10 20 20※3 

※1：生育状況調査は、総株数の確認とした。「+」は、表示した数以上の株数であることを示す。 
※2：平成 29 年は土砂崩れにより、移植地 2 箇所の確認数はゼロとなった。なお、各地点ともに土砂を取り除き

生育地を復旧しており、移植地 2 箇所以外の周囲にも令和 6 年 11 月時点で 150 株以上を確認している。 
※3：令和 7 年度はヌマダイコンが生長していない時期の 4月の調査。 
 

移植 7年後（平成 29年 11月） 

 

移植 15年後（令和 7年 4月） 

移植 15年後（令和 7年 4月） 
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ハ．ハンゲショウ群落 

ハンゲショウ群落については、専門家委員会の意見（アメリカザリガニのビオトープへの侵

入防止）を踏まえ、予測評価書に記載した当初の保全対策計画である土壌移植による群落形成

を行わず、蟹田沢ビオトープに生育している既存群落の生育を促進する対策を実施し、生育状

況調査を実施した。 

ビオトープの整備工事においては、既存群落を損傷しないよう事前にマーキングを行い、水

路や湿地等の整備を行った。その後は、湿地が陸地化してハンゲショウの生育に適さない環境

になったり、遷移が進んで他の植物種と入れ替わったりしないよう、水路の維持、水の流れの

調整や草刈り等の作業を継続して行っている。また、草刈りの際にはハンゲショウは残すよう

にし、流れの維持のため草刈りが必要な水路においては、ハンゲショウは花期の終了後 8 月

中旬以降に刈るようにしている。 

令和 7年度のハンゲショウ群落の生育状況を図 2-15に示す。また、平成 23年度よりビオ

トープ内の群落面積の測定を夏季に実施しており、その結果を図 2-16及び表 2-12に示す。 

令和 7 年度は、調査時期がハンゲショウの地上部発達前の 4 月であったため、群落面積の

測定は行わなかったが、ビオトープでの生育が確認された。群落面積の測定は夏季に行い、令

和 6年度まで実施した。令和 6年夏季の時点で群落面積は合計 499m2で、ビオトープ内に広く

分布しており、生育状況は良好であった。 

 

  

図 2-15 ハンゲショウ群落の生育状況調査結果（生育状況、左：ビオトープ内北西側の谷 

右：ビオトープ内沈砂池下流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 4月 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 
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図 2-16 ハンゲショウ群落の生育範囲（令和 6年 7月） 

 

表 2-12 ハンゲショウ群落の生育状況調査結果：群落面積（平成 23～令和 6年度） 

地点 

群落の合計面積（m2） 
H23 

年 

7 月 

H24 

年 

7 月 

H25 

年 

7 月 

H26 

年 

5 月 

H27 

年 

5 月 

H28 

年 

7 月 

H29 

年 

8 月 

H30 

年 

8 月 

R1 

年 

8 月 

R2 

年 

8 月 

R3 

年 

8 月 

R4 

年 

8 月 

R5 

年 

7 月 

R6 

年 

7 月 

ハンゲショウ群落 290.7 262.9 188.2 143.8 175.6 223.1 174 251 478 466 450 317 399 499 

 

 

 

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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ニ．エビネ 

エビネについては、平成 22 年度に蟹田沢ビオトープ（斜面林 1 箇所）へ 24 株、小網代の

森（2箇所）へ 197 株、平成 23年度に小網代の森へ 13 株、平成 28年 4月に蟹田沢ビオトー

プへ 13 株、計 247 株を移植した。生育状況調査結果を図 2-17、図 2-18 及び表 2-13 に示

す。 

令和 7 年度の生育状況調査では計 220 株が確認された。蟹田沢ビオトープと小網代の森 B

地点では蕾の個体、小網代の森 A地点では開花個体が確認された。 

 

  

図 2-17 エビネの生育状況調査結果（蟹田沢ビオトープ、左：移植地遠景、右：移植個体近景） 

 

  

図 2-18 エビネの生育状況調査結果（小網代の森（A地点）、左：移植地遠景、右：移植個体近景） 

 

表 2-13 エビネの生育状況調査結果 

地点 
移植 

株数 

総株数※1 

H22 年 

11 月 

H23 年 

11 月 

H24 年 

11 月 

H25 年 

11 月 

H26 年 

10 月 

H27 年 

11 月 

H28 年 

11 月 

H29 年 

11 月 

H30 年 

11 月 

R1 年 

11 月 

R2 年 

11 月 

R3 年 

11 月 

R4 年 

11 月 

R5 年 

11 月 

R6 年 

11 月 

R7 年 

4 月 

蟹田沢 

ビオトープ 
37※2 19 32 34 34 35 40 49※2 49 52 44 45 44 55 58 54 55 

小網代 

の森 A 
98 85 85 74 76 75 77 74 72 85 82 82 90 93 102 116 111 

小網代 

の森 B 
112※3 92 100※3 108 100 102 100 109 105 97 107 105 99 47 49 54 54 

計 247 196 217 216 210 212 217 232 226 234 233 232 233 195 209 224 220 

※1：生育状況調査は、総株数の確認とした。 
※2：平成 28 年度 13 株の追加移植を含む株数。 
※3：平成 23 年度 13 株の追加移植を含む株数。 

移植 15年後（令和 7年 4月） 移植 15年後（令和 7年 4月） 

移植 15年後（令和 7年 4月） 移植 15年後（令和 7年 4月） 
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ホ．キンラン 

キンランについては、平成 22年度に小網代の森（2箇所）へ計 29株、平成 23年度に 8株、

計 37株を移植した。なお本種は根に共生菌がいる半腐生植物であることから、生育確認箇所

の土壌ごと移植を行い、移植先についても同種が生育している箇所の近隣とした。生育状況調

査結果を図 2-19及び表 2-14に示す。 

本種は花期である春季以外は地上部が枯れてしまうため、調査は毎年春季に実施した。移植

地の一部では平成 29 年度からナラ枯れ被害が発生し、生育環境が大きく変化している。平成

29年度から平成 30年度に株数の減少がみられたが、ナラ枯れによる落枝、倒木の影響の可能

性がある。また、令和元年度の台風 15号、19号により移植地の一部で枯損木の倒木・落枝が

起こったが、その場所では、令和 2年度以降発芽個体が確認できず、消失した可能性がある。 

令和 7年 4月には、4株の地上部が確認された。令和 7年度はキンランの開花が例年より遅

く、いずれも新芽の状態であったため、着花の有無は確認できなかった。 

 

  
図 2-19 キンランの生育状況調査結果（左：平成 22年度移植地の令和 7年度遠景※、右：平成

23年度移植個体の令和 7年度近景） 
※：左の平成 22 年度移植地では、令和元年度に発生した台風 15 号･19 号による倒木・落枝により発芽個体が確認

できない状況が続いている。 

 

表 2-14 キンランの生育状況調査結果 

地点 
移植 

株数 

総株数※1 

H23年 

5月 

H24年 

5月 

H25年 

5月 

H26年 

5月 

H27年 

5月 

H28年 

4月 

H29年 

4月 

H30年 

4月 

H31年 

4月 

R2年 

4月 

R3年 

4月 

R4年 

4月 

R5年 

4月 

R6年 

4月 

R7年 

4月 

小網代 

の森 

29※2 10 12 9 3※4 4 5 5 4※5 4※5 0※5、6 0 0 0 0 0 

8※3 - 3 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 

計 37 10 15 14 8 9 10 10 9 9 5 5 4 4 4 4 

※1：生育状況調査は、地上部が確認された総株数の確認とした。（他にも休眠中の株があると推測される。） 
※2：平成 22 年度に移植。 
※3：平成 23 年度に 10 株移植したが、平成 24 年度の花期に確認したところ 2 株はササバギンランであったため、

移植株数を 8 株とした。 
※4：平成 25 年度の積雪による落枝で林床が覆われ、確認できない株があった。 
※5：平成 29 年度に発生したナラ枯れによる落枝、倒木の影響で減少した可能性がある。 
※6：令和元年度の台風 15 号･19 号による倒木・落枝により消失した可能性がある。 

 

移植 14年後（令和 7年 4月） 移植 15年後（令和 7年 4月） 
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ヘ．ナギラン 

ナギランについては、平成 22 年度に蟹田沢ビオトープ（1 箇所）へ計 8 株を移植した。生

育状況調査結果を図 2-20及び表 2-15に示す。 

令和 4 年 4 月までは 1 株が残存していたものの、新芽が展開せず、令和 4 年 8 月に地上部

が消失しており、令和 7年度も地上部を確認できなかった。なお、ナギランのような菌従属栄

養植物（腐生植物）は、親木と菌と腐生植物の共生関係に依存して生活している植物であるた

め、生育を維持することが難しい面があるが、平成 22年度の移植後、移植した株数よりは減

少したものの令和 4年 4月まで 11年以上生育が確認され、移植は一定の成果を上げたと考え

られる。また、ある時期に三者の相互関係がうまくいかず確認されなくても、時間がたてば共

生関係が回復して再び出現する可能性もあると考えられる。 

 

  

図 2-20 ナギランの生育状況調査結果（左：移植個体近景、右：令和 4年 8月以降、移植個体

の地上部が消失） 

 

表 2-15 ナギランの生育状況調査結果 

地点 
移植 

株数 

総株数※1 

H23 年 

11 月 

H24 年 

11 月 

H25 年 

11 月 

H26 年 

10 月 

H27 年 

11 月 

H28 年 

11 月 

H29 年 

11 月 

H30 年 

11 月 

R1 年 

11 月 

R2 年 

11 月 

R3 年 

11 月 

R4 年 

11 月 

R5 年 

11 月 

R6 年 

11 月 

R7 年 

4 月 

蟹田沢 

ビオトープ 
8 4 3 2 2※2 2※2 2 2 2 2 2 1 0※3 0 0 0 

※1：生育状況調査は、総株数の確認とした。 
※2：平成 26、27 年度に開花結実。 
※3：令和 4年 4 月まで 1 株が残存していたが、8 月には地上部が消失していた。 

 

移植 12年後（令和 4年 4月） 移植 15年後（令和 7年 4月） 
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ト．マヤラン 

マヤランについては、平成 22 年度に小網代の森（1 箇所）へ計 2 株を移植した。生育状況

調査結果を図 2-21及び表 2-16に示す。 

本種の開花期は夏季である。移植の翌年である平成 23年度には開花がみられたが、その後

4 年間は確認されず、平成 28 年度に移植地点で開花株を 5 年ぶりに確認した。その後、平成

29 年度以降は開花株が確認できず、令和 7 年度は確認適期ではない 4 月の調査であったこと

もあり、地上部の確認はできなかった。マヤランはナギランと同様、親木と菌と腐生植物の共

生関係に依存して生活している菌従属栄養植物で、生育を維持することが難しい面があるが、

平成 22年度の移植後、平成 23と平成 28年度に確認されており、移植は一定の成果を上げた

と考えられる。また、ある時期に三者の相互関係がうまくいかず確認されなくても、時間がた

てば共生関係が回復して再び出現する可能性もあると考えられる。 

 

  

図 2-21 マヤランの生育状況調査結果 

 

表 2-16 マヤランの生育状況調査結果 

地点 
移植 

株数 

総株数※1 

H23年 

8月 

H24年 

8月 

H25年 

8月 

H26年 

8月 

H27年 

8月 

H28年 

7月 

H29年 

8月 

H30年 

8月 

R1年 

8月 

R2年 

8月 

R3年 

8月 

R4年 

8月 

R5年 

7月 

R6年 

7月 

R7年 

4月 

小網代

の森 
2 2※2 0 0 0 0 1※2 0 0 0 0 0 0 0 0 0※3 

※1：生育状況調査は、総株数の確認とした。 
※2：平成 23、28 年度に開花株を確認。 
※3：令和 7 年度はマヤランの確認適期ではない 4 月の調査。 

  

移植直後（平成 22年 12月） 移植 6年後（平成 28年 7月） 
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チ．クロムヨウラン 

クロムヨウランについては、平成 22 年度に小網代の森（1 箇所）へ 43 株、平成 23 年度に

5 株、計 48 株移植を行った。なお、本種は、根に共生菌がいる腐生植物であることから、生

育確認箇所の土壌ごと移植を行い、移植先についても同種が生育している箇所の近隣に実施

した。 

本種は、菌従属栄養植物（腐生植物）と呼ばれるグループで、生態的に未解明な部分が多い

が、過去の研究例等から、葉をつけることがなく、地上部（花茎）が出現する初夏から秋季以

外は枯れて消失し、次回の花期までは地上部が出てこないことが明らかになっている。さらに

開花したあと、しばらく休眠する期間があると考えられ、毎年開花するとは限らない。腐生植

物の生活環の概要を図 2-22に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-22 腐生植物（クロムヨウラン）の生活環の概要 

 

そのため本種については、開花した株数をカウントしている。クロムヨウランの生育状況調

査結果を表 2-17及び図 2-23に示す。平成 23 年度以降、令和 3年度を除き令和 6年度まで

毎年クロムヨウランが確認された。令和 7 年度は、地上部が出現する初夏から秋季ではなく

春季 4 月の調査であったこともあり、昨年の痕跡を再確認したものの当年の地上茎は確認で

きなかった。 
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図 2-23 クロムヨウランの生育状況調査結果（左：移植地の林相、右：昨年の地上茎痕） 

 

表 2-17 クロムヨウランの生育状況調査結果 

地点 
移植 

株数 

総株数※1 

H23年 

8月 

H24年 

8月 

H25年 

8月 

H26年 

8月 

H27年 

8月 

H28年 

7月 

H29年 

8月 

H30年 

8月 

R1年 

8月 

R2年 

8月 

R3年 

8月 

R4年 

8月 

R5年 

7月 

R6年 

7月 

R7年 

4月 

小網代 

の森 

43※2 4 3 2 3 4 5 7 2 3 5 0 1 3 1 0※4 

5※3 - 3 3 4 3 2 1 2 2 1 0 0 0 0 0 

計 48 4 6 5 7 7 7 8 4 5 6 0 1 3 1 0 

※1：生育状況調査は、開花した総株数の確認とした。 
平成 22 及び平成 23 年度の移植後、年数が経過しており、株が寿命に達して自然に枯死した可能性も考えら
れ、移植した株が開花したのか、新たに生育した株が開花したのかは不明である。 

※2：平成 22 年度に移植。 
※3：平成 23 年度に移植。 
※4：令和 7 年度はクロムヨウランの確認適期ではない 4 月の調査。 

  

移植 15年後（令和 7年 4月） 移植 15年後（令和 7年 4月） 
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2）藻類 

① チャイロカワモズクの保全対策 

平成 21年度に、実施区域の中を流れる北川において、チャイロカワモズクの生育が確認

された。チャイロカワモズクは環境省レッドリスト（平成 19～令和 2 年版）で準絶滅危惧

種（NT）となっており、専門家委員会の意見を受けて、保全のため平成 22年 3月に蟹田沢

ビオトープへ移植を行った。チャイロカワモズクの生育状況を図 2-24 に示す。 

 

図 2-24 チャイロカワモズク（平成 22年 1月 20日、北川にて撮影） 

 

チャイロカワモズクの保全対策の方針及び実施状況を表 2-18に示す。チャイロカワモズ

クの保全について、専門家委員会の委員より助言を受け、生育環境調査を行った上で保全対

策の方針を決定し、対策を実施した。 

 

表 2-18 チャイロカワモズクの保全対策の方針及び実施状況 

方針 実施状況 

・平成 22 年 2 月まで北川の生育場所を保存し、その後、蟹田沢ビオトープへ移植

を実施する。 

平成 21 年度実施

済み 

・移植はチャイロカワモズクが生育する基質（石）を移動して実施する。 

・移植地においては流量を確保するため水路を整備し、移植する箇所の下流側に付

着基質を施設して生育環境の拡大を図る。 

・移植先（蟹田沢ビオトープ）において土嚢による水流を確保する。 

・定着用のブロックを下流側に設置する。 

・平成 22 年 3 月下旬に移植を実施する。 

・毎年 4～5 月頃、株は消失し、胞子発生→定着ブロックへ。 
継続中 

・平成 22 年 12 月から生育状況調査を実施する。 

・好適な生育環境の維持のため、秋季の草刈り（冬季の日照確保）及び定着用ブロ

ック清掃（ブロック表面の泥の除去）などのメンテナンスを実施する。 

平成 23 年度から

継続中 

・好適な生育環境を拡大するため、チャイロカワモズクの生育が確認されている水

路を延長する。 

平成 24 年度実施

済み 

・水路にヨシ・カサスゲ等の草が生えている区間の流心部で、草を抜き、水路を少

し掘り下げ、石を置く。流速を上げて泥の堆積を防ぎ、また基盤となる石を置く

ことによりにチャイロカワモズクが生育しやすくなるようにする。さらに胞子が

流れて生育場所が維持されやすくなるようにする。 

・生育場所の拡大のため、沈砂池上流側水路において、チャイロカワモズクが付着

している石ごと、より上流側に移植する。 

令和6年度実施済

み 
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保全対策方針に基づき、蟹田沢ビオトープでチャイロカワモズク生育環境の整備を行い、

平成 21年度（平成 22年 3月 24日）に移植を行った。移植の状況を図 2-25に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-25 チャイロカワモズク移植作業（平成 22年 3月 24日） 

 

移植したチャイロカワモズクの定着状況を確認するため、平成 22 年 12 月から生育状況

調査を開始し、毎年実施している。平成 22年 12月 17日に、蟹田沢ビオトープ水路におい

てチャイロカワモズクの生育を初めて確認した。 

平成 24年度には、それまで維持されている好適な生育環境をさらに拡大するため、チャ

イロカワモズクが生育している水路を下流方向に延長する措置を行った。実施状況を図 

2-26に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-26 水路の延長実施状況（平成 24年 5月 28日） 

 

 

令和 6年度には、チャイロカワモズクの生育環境の改善のため、水路にヨシ・カサスゲ等

の草が生えている区間の流心部で草を抜き、水路を少し掘り下げて石を置いた。また、生育

場所の拡大のため、沈砂池上流側水路のチャイロカワモズクが付着している石の一部をよ

り上流側に移設した（図 2-31）。 

  

移植されたチャイロカワモズク 
 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 
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② チャイロカワモズクの生育状況 

チャイロカワモズクの生育状況調査は年 1 回、主な出現時期である冬季に行った。令和 7

年度の事後調査期間は 4～6月であり、チャイロカワモズクの調査は行っていない。調査は

令和 6年度まで実施しており、令和 6年度の生育状況を図 2-27～図 2-30に、確認場所を

図 2-31 に、また平成 22から令和 6年度までの生育状況調査結果を表 2-19に示す。 

平成 21年度の移植以降、株数に変動はあるものの令和 6年度までチャイロカワモズクは

毎年確認されている。チャイロカワモズクは、定着用に設置したブロック、自然石上、及び

水路の河床に生育していた。令和 6 年度にチャイロカワモズクは沈砂池流出地点及び沈砂

池下流直下水路では確認されなかったが、沈砂池上流側水路で 998 株、また沈砂池下流側

水路で 28 株が確認された。令和 6 年度には調査開始以降最も多い株数が確認されている。 

 

  

図 2-27 チャイロカワモズク生育状況（沈砂池上流側水路①、令和 7年 1月 14日） 

注）左図：のチャイロカワモズク確認場所。右図：チャイロカワモズクの生育状況例。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-28 チャイロカワモズク生育状況（沈砂池上流側水路②、令和 7年 1月 14日） 

注）左図：チャイロカワモズク確認場所。今季、沈砂池上流側水路①から②に、付着している石ごと移植した（図 

2-31）。右図：チャイロカワモズクの生育状況例。 

 

 

 

沈砂池 

※赤の点線で囲んだ範囲に生育 

※赤の点線で囲んだ範囲に生育 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 
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図 2-29 チャイロカワモズク生育状況 
（沈砂池流出地点及び沈砂池下流直下水路、令和 7年 1月 14日） 

注）チャイロカワモズクは、沈砂池流出地点及び沈砂池下流直下水路では確認されなかった。 

 

   
図 2-30 チャイロカワモズク生育状況（沈砂池下流側水路、令和 7年 1月 14日） 

注）左図：チャイロカワモズク確認場所。右図：チャイロカワモズクの生育状況例。 

 

※赤矢印のところに生育 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 
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図 2-31 チャイロカワモズク確認場所（令和 7年 1月 14日） 

注）今季、沈砂池上流側水路①から②に、付着している石ごと移植した。 

 

表 2-19 チャイロカワモズクの生育状況調査結果 

調査 確認株数※1 備考 

H22 年 12 月 （2 箇所程度※2） 
H22 年 3 月にビオトープに移植。H22 年 12 月にビオトープ

における生育状況の調査開始。 

H24 年 2 月 50 以上  

H24 年 12 月 20 以上  

H26 年 2 月 150 以上  

H27 年 1～2 月 150 以上  

H28 年 2 月 170 以上  

H29 年 1 月 80 以上  

H30 年 2 月 71 以上  

H31 年 2 月 45 以上  

R2 年 2 月 75 以上  

R3 年 1 月 60 以上  

R4 年 1 月 618  

R5 年 1 月 352  

R6 年 1 月 309  

R7 年 1 月 1,026  

※1：チャイロカワモズクが密集して生育している場所では個々の株としての計数が困難になることもあるため、

株数は概数。 

※2：株数不明。 

 

  

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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3）動物・水生生物 

（1）カエル類の保全対策及び生息状況 

保全対象であるアズマヒキガエル、ニホンアカガエル及びシュレーゲルアオガエルの実施区

域からビオトープへの移設結果は表 2-20に示すとおりである。 

令和 7年度は、4月 14日と 5月 19日に調査を実施した。また他の項目の調査時にも確認で

きた場合は記録することとし、5月 26日と 6月 2日にもカエル類を確認した。 

 

表 2-20 カエル類の移設結果 

種名等 
移設数（個体数） 

平成 21 年 平成 22 年 平成 27 年 小計 計 

アズマヒキガエル 
幼生 700 150 0 850 

987 
幼体～成体 4 1 132 137 

ニホンアカガエル 幼体～成体 1 0 0 1 1 

シュレーゲルアオガエル 
幼生 9 50 0 59 

59 
幼体～成体 0 0 0 0 

総計 714 201 132 1,047 

 

イ．アズマヒキガエル 

令和 7年度の調査結果を表 2-21に、確認状況を図 2-32に、確認場所を図 2-33に示す。

4 月にビオトープの 1の池や 5の池で幼生が 2,300個体以上確認された。 

 

表 2-21 アズマヒキガエルの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 調査日 生息確認数（個体数） 備考 

令和 7 年度 4 月 14 日 幼生 2,300 以上  

注）幼生は目視で確認した個体数を示しているが、池の中や周りに生えている草等の陰になって確認できない

個体もいたと考えられ、以上と表記した。 

 

  

図 2-32 アズマヒキガエル確認状況 

（左：幼生、右：確認環境） 

  

令和 7年 4月 14日撮影 令和 7年 4月 14日撮影 
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図 2-33 アズマヒキガエル確認場所（令和 7年度） 
注）幼生は目視で確認した個体数を示しているが、池の中や周りに生えている草等の陰になって確認できない

個体もいたと考えられ、以上と表記した。 

 

これまでの生息状況調査結果は表 2-22に示すとおりである。本種は、平成 21年度に蟹田

沢ビオトープにおいて 6個体の繁殖行動が、また、平成 22年度にも卵塊 3個がそれぞれ確認

されていた。しかし、産卵数が減少傾向にあることを踏まえ、平成 27年春季に蟹田沢ビオト

ープ内で産卵された卵塊の一部を人工飼育し、132個体の幼体をビオトープに放流した。その

後は、繁殖していることを示す卵塊、幼生、もしくは幼体が毎年確認されている。また成体が

平成 30及び令和 3年度に確認されている。 

以上のような結果から、本種は令和 7 年度もビオトープ内に定着し、継続的に世代交代を

繰り返しているものと考えられる。 

 

  

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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表 2-22 アズマヒキガエルの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 
生息確認数 

（卵塊個数、個体数） 

移設数 

（個体数） 
備考 

H21 成体 6（繁殖行動） 幼生 700、幼体～成体 4 事業着手に伴い、移設を実施 

H22 卵塊 3 幼生 150、亜成体 1 事業による改変に伴い、移設を実施 

H23 卵塊 4 －  

H24 卵塊 1、幼体 10 以上 －  

H25 成体 3（繁殖行動） －  

H26 卵塊 1 －  

H27 確認無し 幼体 132 人工飼育個体を放流 

H28 卵塊 8、幼生 300 以上 －  

H29 幼生 2000 以上 －  

H30 幼体 3、成体 1 －  

R01 幼生 100 以上 －  

R02 幼生 500 以上 －  

R03 幼生 50 以上、成体 2 －  

R04 幼生 2,900 以上、幼体 500以上 －  

R05 幼生 2,200 以上、幼体 1 －  

R06 幼生 1,700 以上、幼体 1 －  

R07 幼生 2,300 以上 －  

注）幼生は目視で確認した個体数を示しているが、池の中や周りに生えている草等の陰になって確認できない

個体もいたと考えられ、以上と表記した。 
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ロ．ニホンアカガエル 

令和 7年度の調査結果を表 2-23に、確認状況を図 2-34に、確認場所を図 2-35に示す。

4 月にビオトープの 1の池と東メダカ池で幼生 120個体以上が確認された。5月には 2の池と

その周辺で幼体 62個体が、また 4の池で成体 1個体が確認された。 

 

表 2-23 ニホンアカガエルの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 調査日 生息確認数（個体数） 備考 

令和 7 年度 

4 月 14 日 幼生 120 以上  

5 月 19 日 幼体 27、成体 1  

5 月 26 日 幼体 35  

注）幼生は目視で確認した個体数を示しているが、池の中や周りに生えている草等の陰になって確認できない

個体もいたと考えられ、以上と表記した。 

 

  

  

図 2-34 ニホンアカガエル確認状況 

（上左：成体、上右：幼体、下左及び右：確認環境） 

  

令和 7年 5月 19日撮影 令和 7年 5月 26日撮影 

令和 7年 5月 19日撮影 令和 7年 5月 26日撮影 
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図 2-35 ニホンアカガエル確認場所（令和 7年度） 

注）幼生は目視で確認した個体数を示しているが、池の中や周りに生えている草等の陰になって確認できない

個体もいたと考えられ、以上と表記した。 

 

これまでの生息状況調査結果は表 2-24に示すとおりである。本種は、平成 21年度に 1個

体の移設が実施された。当初、ビオトープ内で本種は確認されていなかったが、平成 24年度

に卵塊 5 つと幼生多数が確認された。ビオトープでの池等の整備により繁殖・生息に適した

環境が形成され、周辺から移動してきて繁殖が行われたと考えられる。以降は、令和 2年度を

除き毎年、繁殖していることを示す卵塊、幼生、もしくは幼体が確認されている。また成体が

平成 25、26、29、30、令和元～7年度に確認されている。 

以上のような結果から、本種は令和 7 年度もビオトープ内に定着し、継続的に世代交代を

繰り返しているものと考えられる。 

 

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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表 2-24 ニホンアカガエルの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 
生息確認数 

（卵塊個数、個体数） 
移設数 

（個体数） 
備考 

H21 － 成体 1 
事業着手に伴い、移設を実施。ただし、
実施区域の産卵池の自然消失により、
移設個体数が限られる結果になった。 

H22 － － 

卵塊の移設を計画していたが実施区域
内で確認されず移設なし。ビオトープ
の水辺環境整備により産卵環境の向上
を図る対策を継続。 

H23 － －  

H24 卵塊 5、幼体多数 － ビオトープ内で繁殖を初確認。 

H25 卵塊 8、成体 1 －  

H26 卵塊 8、幼体 5、成体 2 －  

H27 卵塊 49、幼体 50 －  

H28 卵塊 6、幼生 1000 以上 －  

H29 卵塊 4、幼生 100、幼体 50、成体 2 －  

H30 卵塊 7、幼生 200、成体 4 －  

R01 幼体 30 以上、成体１ －  

R02 成体 2 －  

R03 幼体 2、成体 6 －  

R04 幼生 85 以上、幼体 15、成体 4 －  

R05 幼生 240 以上、幼体 7、成体 16 －  

R06 幼生 130 以上、幼体 4、成体 7 －  

R07 幼生 120 以上、幼体 62、成体 1 －  

注）幼生は目視で確認した個体数を示しているが、池の中や周りに生えている草等の陰になって確認できない

個体もいたと考えられ、以上と表記した。 
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ハ．シュレーゲルアオガエル 

令和 7年度の調査結果を表 2-25に、確認状況を図 2-36に、現地での確認場所を図 2-37

に示す。4月にビオトープ内の 2の池で、また 6月に東メダカ池で、卵塊がそれぞれ 1個確認

された。また、複数の湿地環境で、4月に鳴き声と目視により成体 14個体、5月に鳴き声によ

り成体 10個体が確認された。 

 

表 2-25 シュレーゲルアオガエルの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 調査日 生息確認数（卵塊個数、個体数） 備考 

令和 7 年度 

4 月 14 日 
卵塊 1 

成体 14（鳴き声 13、目視 1） 
 

5 月 19 日 成体 6（鳴き声）  

5 月 26 日 成体 4（鳴き声）  

6 月 2 日 卵塊 1  

 

  
 

  
図 2-36 シュレーゲルアオガエル確認状況 

（上左：卵塊、上右：成体、下左及び右：確認環境） 
注）左下図：アライグマによる食害を防ぐため、プラスチックのかごを卵塊にかぶせて保護している。 

 

  

令和 7年 6月 2日撮影 令和 7年 4月 14日撮影 

令和 7年 6月 2日撮影 令和 7年 4月 14日撮影 
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図 2-37 シュレーゲルアオガエル確認場所（令和 7年度） 

 

これまでの生息状況調査結果は表 2-26に示すとおりである。本種は、平成 21年度と平成

22年度に計 59個体の移設が実施され、その後は毎年生息が確認されている。 

以上のような結果から、本種は令和 7 年度もビオトープ内に定着し、継続的に世代交代を

繰り返しているものと考えられる。 

 

表 2-26 シュレーゲルアオガエルの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 生息確認 移設数 備考 

H21 成体（鳴き声） 幼生 9 個体 事業着手に伴い、移設を実施 

H22 卵塊 2 個、成体（鳴き声） 幼生 50 個体 事業による改変に伴い、移設を実施 

H23 成体（鳴き声） －  

H24 成体（鳴き声） －  

H25 成体（鳴き声） －  

H26 成体（鳴き声） －  

H27 成体（鳴き声） －  

H28 成体（鳴き声） －  

H29 卵塊 2 個、成体（鳴き声） －  

H30 
卵塊 6 個、幼生 8 個体、成体（鳴き

声） 
－  

R01 卵塊 2 個、成体（鳴き声） －  

R02 卵塊 1 個、成体（鳴き声） －  

R03 成体 14 個体（鳴き声） －  

R04 
卵塊 5 個、成体 20 個体（鳴き声 18、

目視 2） 

－ 
 

R05 
卵塊 4 個、成体 20 個体（鳴き声 19、

目視 1） 

－ 
 

R06 
卵塊 2 個、成体 19 個体（鳴き声 18、

目視 1） 

－ 
 

R07 
卵塊 2 個、成体 24 個体（鳴き声 23、

目視 1） 

－ 
 

 

  

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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（2）魚類等水生生物の保全対策及び生息状況 

魚類 3種と底生生物（水生昆虫類を除く）2種について、表 2-27及び表 2-28に示すとお

り、実施区域の北川から蟹田沢ビオトープへの移設を実施した。移設は平成 21 年度に行った

が、ミナミメダカについては、北川流域に生息する個体群の一部に在来の遺伝子ではないタイ

プが確認されたことから、直ちにビオトープへの放流は行わず人工飼育を行い、専門家委員会

における検討の後、平成 25、26 年度にビオトープに放流した（p.58 参照）。また、底生生物

（水生昆虫類）11種について、表 2-29に示すとおり、平成 21及び 22年度に実施区域から蟹

田沢ビオトープへの移設を実施した。また、これらとは別に水生昆虫であるゲンジボタルの北

川から蟹田沢ビオトープへの移設も行った（p.100、101参照）。その結果、移設した底生生物

は計 14種となった。 

表 2-27 魚類の移設結果（平成 21年度） 

 

※1：カラドジョウ及びドジョウ（中国大陸系統）とは区別できるが、ドジョウ又はキタドジョウかを現

地で同定困難なためドジョウ類とした。なお、専門家委員会における指摘によるとキタドジョウで

ある可能性が高い。 

※2：表のミナミメダカは北川での捕獲数。捕獲した個体をもとに人工飼育を行った後、平成 25、26 年度

にビオトープへの放流を行った。 

 

表 2-28 底生生物（水生昆虫類を除く）の移設結果（平成 21年度） 

 

 

表 2-29 底生生物（水生昆虫類）の移設結果（平成 21、22年度） 

 

第1回 第2回 第3回
10月27日 10月28日 1月7日

クロヨシノボリ 58 23 12 93

ドジョウ類※1 0 42 5 47

ミナミメダカ※2 13 264 10 287
総計 71 329 27 427

種名
移設個体数

計

第1回 第2回 第3回
10月27日 10月28日 1月7日

ヌマエビ 70 55 11 136
トゲナシヌマエビ 19 103 0 122
総計 89 158 11 258

種名
移設個体数

計

平成22年度
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回

10月27日 10月28日 11月18日 12月14日 1月7日 3月1日 5月25～26日
アサヒナカワトンボ 4 18 6 124 48 34 0 234
ヤマサナエ 63 62 9 458 243 138 71 1,044
ヤブヤンマ 0 0 0 0 1 0 0 1
コシボソヤンマ 43 89 35 300 62 40 19 588
オニヤンマ 8 1 1 40 8 5 2 65
オオシオカラトンボ 6 29 37 216 33 21 7 349
ヤマトクロスジヘビ
トンボ 0 2 0 17 11 7 0 37
マメゲンゴロウ 0 1 0 0 0 0 0 1
マツモムシ 0 1 0 0 0 0 0 1
ネグロセンブリ 0 0 1 58 55 6 1 121
ミカドガガンボ 0 0 89 30 27 19 0 165
総計 124 203 178 1,243 488 270 100 2,606
※：ゲンジボタルについてはp.100以降に示す。

種名
平成21年度

計

移設個体数
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令和 7 年度は、蟹田沢ビオトープにおける水生生物（魚類、底生生物）の生息状況調査を、

5月 26日に実施した。また、他の項目の調査時にも確認できた場合は記録することとした。 

 

イ．魚類 

魚類の生息状況の調査結果は表 2-30に示すとおりである。令和 7年度は合計 8種の魚類が

確認された。平成 22年度の調査開始以降、令和 7年度までに 8目 20科 35種が確認されてい

る。 

ビオトープへの移設が行われた魚類はミナミメダカ、ドジョウ類、クロヨシノボリの 3 種

である。それらのうち、令和 7年度に確認されたのはミナミメダカとドジョウ類（後述のキタ

ドジョウ）の 2種であった。これら 2種は図 2-38に示すとおりである。 

移設された種の内、クロヨシノボリは平成 21 年度の移設後、平成 22～25 年度までビオト

ープで確認されたが、平成 26年度以降は確認されていない。一方、ミナミメダカは最初の移

設を行った平成 25年度から、ドジョウ類は平成 21年度の移設後の平成 22年度から、それぞ

れ令和 7年度まで毎年確認されており、ビオトープ内に定着しているものと考えられる。 

なお本州に生息するドジョウ類は、平成 30年度にドジョウとキタドジョウの 2種に分類さ

れることになったが、現地で同定できなかったため令和 6 年度まではドジョウ類として記録

していた。 

令和 7年 5月の調査で、ドジョウ類のオスで体長 10㎝以上の個体が捕獲できたため、同定

形質である胸鰭の骨質盤の確認を行うことができ、形状が“斧状”ではなく“しゃもじ状”で

あったことから※、ドジョウではなくキタドジョウであることが確認された。 

※：「水国用日本産ドジョウ属魚類の検索表（2023 年 8 月 9日版）」（国土交通省）より 
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図 2-38 移設された 3種のうち、令和 7年度に確認された 2種 

（上左：ミナミメダカ成魚、上右：キタドジョウ成魚、下左：キタドジョウ頭部拡大、

下右：キタドジョウ骨質盤拡大） 

 

  

令和 7年 5月 26日撮影 

令和 7年 5月 26日撮影 令和 7年 5月 26日撮影 

令和 7年 5月 26日撮影 

しゃもじ状 
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ロ．ミナミメダカ 

① ミナミメダカの保全対策 

予測評価書に記載した当初の保全対策計画では、蟹田沢ビオトープへの移設と人工飼育

による地域個体群の保存を行う予定であったが、北川流域に生息する個体群の一部に在来

の遺伝子ではないタイプが確認されたことから、平成 24年度までは人工飼育（p.107参照）

のみを行ってきた。しかし、専門家委員会における議論の結果、以下に示す保全対策方針を

決定し、平成 25年度に蟹田沢ビオトープへの最初の移設を行った。 

 

 

 

上記の方針を踏まえ、平成 25 年 6 月 17 日に 50 個体（オス：25 個体、メス：25 個体）

のミナミメダカを放流した。ミナミメダカの移設実施状況を図 2-39に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-39 ミナミメダカの移設実施状況 

 

ミナミメダカ移設後の定着状況を確認するため、平成 25年秋季に生息状況の調査を実施

した結果、計 4個体の生息が確認された。この結果を踏まえ、ビオトープの池のメンテナン

ス等環境整備を行い、さらに平成 26年 5月 24日に計 100個体のミナミメダカを放流した。 

その後、ビオトープは良好な環境が維持されていたが、ミナミメダカは生物多様性の高い

環境ではあまり増加しないことから、専門家委員の指導の元、ビオトープ内のメダカ生息数

を増やすことを目的として、平成 29 年 10 月 6 日に東メダカ池を新たに創出し、現地で採

捕されたミナミメダカ 20個体を移設した。東メダカ池の創出状況を図 2-40に示す。  

・ DNA 分析により、30 年前に採集された系統にも 2 つのタイプが確認され、遺伝的に

純系（三浦固有の遺伝子のみ）のものが見つかる可能性はかなり低い（核 DNAで交雑

は進行））。 

・ 人工飼育による系統維持には限界があり、現在保存されている個体群を自然環境下に

移植して系統維持する以外に有効な保全対策の選択肢がない。 

・ 保全生態、文化・歴史的価値なども考慮すべき。 

・ 放流後も定着に時間を要する可能性もあり、保全対策の実施とその効果の検証のため

の期間が限られる（事業期間中）。 

・ 現在、系統維持されている個体群をもとに、自然環境下での生息箇所を創出するため

の移植を行い、定着の状況をモニタリングする。 

平成 25年 6月 17日撮影 平成 25年 6月 17日撮影 
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図 2-40 東メダカ池の創出状況 

 

② ミナミメダカの生息状況 

蟹田沢ビオトープにおける令和 7 年度の調査結果は表 2-31 に、現地での確認状況は図 

2-41に、確認場所は図 2-42に示すとおりである。 

令和 7年度は 5 月 26 日に調査を実施した。調査の結果、5 月に成魚 4 個体と稚魚 3 個体

が確認された。 

 

表 2-31 ミナミメダカの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 調査日 生息確認数 備考 

令和 7年度 5月 26日 成魚 4、稚魚 3  

 

  

    

図 2-41 ミナミメダカ確認状況 

上左：成魚（東メダカ池）、上右：稚魚（4の池）、 

下左：確認環境（東メダカ池）、下右：確認環境（4の池） 

令和 7年 5月 26日撮影 令和 7年 5月 26日撮影 

令和 7年 5月 26日撮影 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 

重要種保護の観点から、位置
情報特定のおそれがある写
真は非公開とする。 
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図 2-42 ミナミメダカ確認場所（令和 7年度） 

 

これまでのミナミメダカの移設及び生息状況調査結果は表 2-32に示すとおりである。 

平成 25 年と平成 26 年にビオトープに移設し、その後は毎年生息が確認されている。令

和 7 年度は春季の確認個体数が過年度に比べ少なかったが、抽水植物やウキクサ類が例年

に比べて著しく繁茂していたため、目視での確認が困難だったためと考えられる。なお、専

門家委員会の委員が参画している民間団体（三浦メダカの会）による令和 3～7年度の調査

結果（表 2-33参照）においては、最新の調査である令和 7年 9月に 239 個体が確認されて

いる。 

ミナミメダカは毎年確認されたほか、令和 7 年度において稚魚が見られたことから、本

種はビオトープ内に定着して継続的に世代交代を繰り返しているものと考えられる。 

 

重要種保護の観点から、位置情報は非公開とする。 
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表 2-32 ミナミメダカの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ） 

年度 調査日 移設数 生息確認数 備考 

H25 
6 月 17 日 50 － 第 1 回移設 

10 月 12 日 － 4  

H26 

5 月 24 日 100 － 第 2 回移設 

11 月 23 日 － 13  

2 月 12 日 － 21  

H27 

5 月 26 日 － 20  

11 月 21 日 － 25  

2 月 16 日 － 25  

H28 
4 月 19 日 － 34  

11 月 25 日 － 51  

H29 
5 月 11 日 － 41  

10 月 6 日 － 155  

H30 
6 月 16 日 － 34  

12 月 1 日 － 203  

R01 
4 月 13 日 － 69  

11 月 23 日 － 41  

R02 

5 月 7 日 － 3  

10 月 16 日 － 2  

11 月 14 日 － 11  

R03 

5 月 31 日 － 37  

7 月 19 日 － 5  

10 月 8 日 － 23  

1 月 18 日 － 15  

R04 

5 月 25 日 － 30  

7 月 20 日 － 17  

10 月 4 日 － 20  

1 月 18 日 － 7  

R05 

5 月 25 日 － 63  

7 月 10 日 － 45  

10 月 3 日 － 19  

1 月 16 日 － 4  

R06 

5 月 24 日 － 30  

7 月 10 日 － 30  

10 月 4 日 － 28  

1 月 14 日 － 3  

R07 5 月 26 日 － 7  

合計 150 － － 

 

表 2-33 ミナミメダカの生息状況調査結果（蟹田沢ビオトープ）： 

令和 3～7年度の三浦メダカの会調査 

年度 調査日 生息確認数 備考 

R03 
7 月 13 日 44  

11 月 30 日 44  

R04 
7 月 14 日 22  

12 月 7 日 62  

R05 
8 月 5 日 114  

12 月 9 日 241  

R06 
8 月 6 日 81  

3 月 22 日 156  

R07 9 月 6 日 239  
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ハ．底生生物 

底生生物の生息状況の調査結果は表 2-34に、令和 7年度に確認された蟹田沢ビオトープに

移設された種の内の 10種及びヨコハマシジラガイ（後述）と考えられる種は図 2-43に示す

とおりである。また、昆虫類調査の生息状況のうち、移設した底生生物に係る調査結果は表 

2-35 に示すとおりである。令和 7 年度は、5 月 26 日に調査を実施し 48 種が確認された。平

成 22年度の調査開始以降、令和 7年度までに 26目 64科 111種（ヤブヤンマ、ミカドガガン

ボを除く）が確認されている。 

令和 7 年度は春季の調査のみであったが、実施区域から蟹田沢ビオトープへ移設された 14

種（p.54参照）のうちの 10種（トゲナシヌマエビ、ヌマエビ、アサヒナカワトンボ、コシボ

ソヤンマ、ヤマサナエ、オニヤンマ、オオシオカラトンボ、マツモムシ、ヤマトクロスジヘビ

トンボ、マメゲンゴロウ）が確認された。一方、移設された種のうちヤブヤンマ、ネグロセン

ブリ、ミカドガガンボ、ゲンジボタルは確認されなかった。このうちゲンジボタルは、底生生

物の調査を行った 5 月下旬が蛹～成虫期に該当するため幼虫は確認されなかったものの、ホ

タル類の調査において成虫が確認されている（p.101 参照）。また、イシガイ科のヨコハマシ

ジラガイと考えられる種（マツカサガイの可能性が残る）について、成長段階が異なる複数の

個体が確認された。ヨコハマシジラガイ及びマツカサガイは緩やかな流水環境に生息する淡

水生の二枚貝であり、環境省のレッドリストにおいて準絶滅危惧種（NT）になっている。ヨコ

ハマシジラガイと考えられる種は、蟹田沢ビオトープではヨシ原内の水路下流部に生息して

いる。確認された区域について、水路の水量が絶えないようにするなど、本種の生息環境に影

響を与えないよう留意して維持管理を行っている。 

平成 22～令和 7 年度の底生生物調査において、アサヒナカワトンボ、コシボソヤンマ、ヤ

マサナエ、オニヤンマ、ヨコハマシジラガイと考えられる種は毎年確認されている。一方、ト

ゲナシヌマエビ、ヌマエビ、マツモムシ、ヤマトクロスジヘビトンボ、マメゲンゴロウについ

ては途中に 1 年か 2 年、底生生物調査で確認されない年があったが、マツモムシとマメゲン

ゴロウについてはそれらの年においては昆虫類の調査で確認されている。ネグロセンブリは

底生生物調査で令和元及び 2 年度に確認されたほか、センブリ属（欠損個体のため同定でき

なかったがネグロセンブリの可能性が高い）として平成 24、25、令和 6 年度に確認されてい

るなど、確認されない年があっても継続的に確認されている。オオシオカラトンボは底生生物

調査で確認された年が少なかったが、平成 21～令和 7 年度の昆虫類調査で毎年確認されてい

る。ヤブヤンマとミカドガガンボは底生生物調査では確認されていないが、平成 21～令和 7

年度の昆虫類調査で、ヤブヤンマは平成 21、25、令和 7 年度を除いた年に、ミカドガガンボ

は令和 7年度を除いて毎年確認されている。ゲンジボタルは毎年成虫が確認されている（p.102

～106参照）。 

なお、対象事業は平成 21 年 6 月に着工し、平成 21 年度は昆虫類の調査は夏と秋に実施し

ているが、平成 22年度以降は令和 6年度まで年 3回、春、夏、秋に昆虫類の調査を行ってい

る。年 3 回調査を行った平成 22～令和 6 年度（15 年間）において、ヤブヤンマは春に 1 回、

夏に 13回、秋に 1回成虫が確認されており、主に夏に出現している。ミカドガガンボは春に

10回、夏に 10回、秋に 2回成虫が確認されており、春、夏に出現することが多い。令和 7年

度は春季の調査のみ行い、ヤブヤンマとミカドガガンボが昆虫類調査で確認されていないが、
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ヤブヤンマについては主な出現時期ではなかったことが影響していると考えられる。ミカド

ガガンボも令和 7 年度の春季には確認されなかったが、春季の結果のみでは当該年の出現の

有無は判断できないと思われる。 

以上の結果から、移設された 14 種の内のヤブヤンマ、ミカドガガンボ除く 12 種、及びヨ

コハマシジラガイと考えられる種は令和 7 年度まで毎年、もしくは確認されない年があって

も継続的に確認されており、ビオトープ内に定着して世代交代を繰り返しているものと考え

られる。ヤブヤンマとミカドガガンボも令和 6 年度まで継続的に確認された。これら 2 種は

令和 7 年度に確認されていないが、出現時期との関係から春季のみ調査を行った令和 7 年度

には確認されなかった可能性がある。
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表 2-34 蟹田沢ビオトープにおける底生生物の生息状況調査結果（1/2） 

 

春季 夏季 秋季 冬季 1 2 3 4

1 軟体動物 多板　 クサズリガイ　 クサズリガイ　 ヒザラガイ Acanthopleura japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 腹足　 古腹足　 ニシキウズガイ　 イシダタミガイ Monodonta confusa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 サザエ　 スガイ Lunella correensis ○ ○ ○ ○

4 アマオブネガイ　 アマオブネガイ　 イシマキガイ Clithon retropictum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 新生腹足　 オニノツノガイ　 カニモリガイ Rhinoclavis kochi ○ ○ ○

6 カワニナ　 カワニナ Semisulcospira libertina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 アッキガイ　 イボニシ Reishia clavigera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 汎有肺　 サカマキガイ　 サカマキガイ Physella acuta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 二枚貝　 イガイ　 イガイ　 ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis ○ ○ ○ ○

10 ウグイスガイ　 イタボガキ　 マガキ Magallana gigas ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 イシガイ　 イシガイ　 ヨコハマシジラガイ Inversiunio jokohamensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT

12 マルスダレガイ　 バカガイ　 シオフキガイ Mactra quadrangularis ○

13 シジミ　 シジミ属 Corbicula  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 環形動物 ヒル　 吻無蛭　 イシビル　 シマイシビル Dina lineata ○ ○

15 有棒状体　 三岐腸　 サンカクアタマウズムシ　 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae ○ ○

16 ゴカイ　 サンバゴカイ　 ゴカイ　 ゴカイ属 Nereis  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ミミズ　 ツリミミズ　 フトミミズ　 フトミミズ科 Megascolecidae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 イトミミズ　 ミズミミズ　 エラミミズ属 Branchiura  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ミズミミズ科 Naididae sp. 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ミズミミズ科 Naididae sp. 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 節足動物 顎脚　 フジツボ　 フジツボ　 シロスジフジツボ Fistulobalanus albicostatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 軟甲　 ヨコエビ　 ワレカラ　 クビナガワレカラ Caprella equilibra ○

23 アゴナガヨコエビ　 タキヨコエビ Awacaris rhyaca ○

24 キタヨコエビ　 アゴトゲヨコエビ Jesogammarus spinopalpus ○

25 ヨコエビ　 ニッポンヨコエビ Gammarus nipponensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 ハマトビムシ　 ヒメハマトビムシ属 Platorchestia  sp. ○

27 ワラジムシ　 ミズムシ　（甲） ミズムシ（甲） Asellus hilgendorfi hilgendorfi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 エビ　 ヌマエビ　 ヤマトヌマエビ Caridina multidentata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 ヒメヌマエビ Caridina serratirostris ○ ○

31 トゲナシヌマエビ Caridina typus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 ヌマエビ Paratya compressa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 テナガエビ　 ミナミテナガエビ Macrobrachium formosense ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 ヒラテテナガエビ Macrobrachium japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 スジエビモドキ Palaemon serrifer ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 テッポウエビ　 イソテッポウエビ Alpheus lobidens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ホンヤドカリ　 ホンヤドカリ Pagurus filholi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ハサミシャコエビ　 ハサミシャコエビ Laomedia astacina ○ ○ ○ ○

39 アナジャコ　 アナジャコ Upogebia major ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 コブシガニ　 マメコブシガニ Pyrhila pisum ○ ○ ○

41 ワタリガニ　 イボガザミ Portunus gladiator ○

42 ガザミ Portunus trituberculatus ○ ○ ○

43 オウギガニ　 オウギガニ Leptodius affinis ○ ○ ○

44 ベンケイガニ　 アカテガニ Chiromantes haematocheir ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 フタバカクガニ Parasesarma bidens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 カクベンケイガニ Parasesarma pictum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 クロベンケイガニ Orisarma dehaani ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 ベンケイガニ Orisarma intermedium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 モクズガニ　 ヒメアカイソガニ Acmaeopleura parvula ○

50 モクズガニ Eriocheir japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ヒライソガニ Gaetice depressus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 アシハラガニ Helice tridens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi ○ ○ ○

55 コメツキガニ　 チゴガニ Ilyoplax pusilla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 コメツキガニ Scopimera globosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 カニダマシ　 イソカニダマシ Petrolisthes japonicus ○ ○ ○

58 昆虫　 カゲロウ コカゲロウ　 フタバカゲロウ Cloeon dipterum ○ ○

59 トンボ イトトンボ　 イトトンボ科 Coenagrionidae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 カワトンボ　 アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H25
年度

No. 門名 綱名 目名 科名 和名 学名
移設
実施
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年度
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年度
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年度

R7
年度
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年度
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年度
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年度

H29
年度
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年度
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年度

R7年度 調査時期 重要種選定基準R2
年度
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表 2-34 蟹田沢ビオトープにおける底生生物の生息状況調査結果（2/2） 

 

春季 夏季 秋季 冬季 1 2 3 4

61 節足動物 昆虫　 トンボ ヤンマ　 マルタンヤンマ Anaciaeschna martini ○ ○ ○ ○ ○

62 クロスジギンヤンマ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 ギンヤンマ Anax parthenope julius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要

65 ヤブヤンマ Polycanthagyna melanictera ○

66 サナエトンボ　 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要

67 オニヤンマ　 オニヤンマ Anotogaster sieboldii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 トンボ　 ショウジョウトンボ Crocothemis servilia mariannae ○ ○ ○ ○

69 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70 シオヤトンボ Orthetrum japonicum ○ ○ ○ 要

71 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 アキアカネ Sympetrum frequens ○ ○ ○

73 カワゲラ　 オナシカワゲラ　 オナシカワゲラ属 Nemoura  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 カメムシ アメンボ　 アメンボ Aquarius paludum paludum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 コセアカアメンボ Gerris gracilicornis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 ヤスマツアメンボ Gerris insularis ○ ○

78 シマアメンボ Metrocoris histrio ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 ミズムシ　（昆） エサキコミズムシ Sigara septemlineata ○

80 コミズムシ属 Sigara sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 コオイムシ　 コオイムシ Appasus japonicus ○ ○ NT EN

82 タイコウチ　 ミズカマキリ Ranatra chinensis ○

83 マツモムシ　 マツモムシ Notonecta triguttata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 ヘビトンボ　 ヘビトンボ　 ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 センブリ　 ネグロセンブリ Sialis japonica ○ ○ ○

86 センブリ属 Sialis sp. ○ ○ ○ ○

87 トビケラ カクツツトビケラ　 コカクツツトビケラ Lepidostoma japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. ○

89 ケトビケラ　 グマガトビケラ Gumaga okinawaensis ○ ○ ○

90 トウヨウグマガトビケラ Gumaga orientalis ○

91 ハエ　 ガガンボ　 ミカドガガンボ Holorusia mikado ○

92 ガガンボ属 Tipula sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

93 コシボソガガンボ コシボソガガンボ科 Ptychopteridae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 ユスリカ　 ユスリカ属 Chironomus  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

95 ヒラアシユスリカ属 Clinotanypus sp.

96 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus  sp.

97 エリユスリカ属 Orthocladius  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

98 ボカシヌマユスリカ属 Macropelopia  sp. ○

99 ニセケバネエリユスリカ属 Parametriocnemus  sp.

100 Pentaneura属 Pentaneura sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

101 ハモンユスリカ属 Polypedilum  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

102 モンユスリカ亜科 Tanypodinae ○

103 ホソカ　 ホソカ属 Dixa sp. ○

104 ブユ　 ツノマユブユ属 Eusimulium  sp. ○

105 ハナアブ　 ハナアブ科 Syrphidae ○ ○ ○ ○

106 コウチュウ　 ゲンゴロウ　 マメゲンゴロウ Agabus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

107 ハイイロゲンゴロウ Eretes griseus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

108 モンキマメゲンゴロウ Platambus pictipennis ○ ○

109 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

110 ゲンゴロウ科 Dytiscidae ○ ○ ○ ○ ○ ○

111 ガムシ トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius ○

112 ホタル　 ゲンジボタル Luciola cruciata ○ ○ ○ ○ ○ ○

113 ヘイケボタル Luciola lateralis ○ ○ ○ ○ ○ NT

48種 - - -

【重要種選定基準】
1 ｢文化財保護法｣(昭和25年･法律第214号)に基づく国、県、市町村指定天然記念物
2 ｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣(平成4年･法律第75号)に基づく国内希少野生動植物等
3 「環境省レッドリスト」(2020年､環境省)の記載種
CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

4 ｢神奈川県レッドデータ生物調査報告書2006｣(2006年､神奈川県)の記載種
I：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧種、要：要注意、DD：情報不足、注：注　 希：希少種

※：ホタル類については、底生生物調査で確認された幼虫を示す。

64種合計　3門 10綱 26目 64科 113種 14種 53種 62種 50種 50種 54種 53種 58種 54種 55種 77種 67種 2種 5種
48種

No. 門名 綱名 目名 科名 和名 学名

66種 64種 68種 48種 0種 0種

R2
年度

移設
実施
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年度
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年度
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重要種選定基準R3
年度
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表 2-35 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（移設した底生動物に係る種の抜粋） 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

1 トンボ カワトンボ アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

2 ヤンマ コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要

3 ヤブヤンマ Polycanthagyna melanictera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

4 サラサヤンマ Oligoaeschna pryeri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ EN

5 サナエトンボ ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 要

6 オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

7 トンボ オオシオカラトンボ Orthetrum triangulare melania ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

8 ナナフシ ナナフシ トゲナナフシ Neohirasea japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

9 カメムシ マツモムシ マツモムシ Notonecta triguttata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

10 ヘビトンボ ヘビトンボ ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

11 センブリ ネグロセンブリ Sialis japonica ○

12 チョウ シジミチョウ ウラナミアカシジミ Japonica saepestriata saepestriata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

13 ハエ ガガンボ ミカドガガンボ Holorusia mikado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

14 コウチュウ ゲンゴロウ マメゲンゴロウ Agabus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

15 ホタル ゲンジボタル Luciola cruciata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

9種 - -

【重要種選定基準】

1 ｢文化財保護法｣(昭和25年･法律第214号)に基づく国、県、市町村指定天然記念物
2 ｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣(平成4年･法律第75号)に基づく国内希少野生動植物等
3 「環境省レッドリスト」(2020年､環境省)の記載種
CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

4 ｢神奈川県レッドデータ生物調査報告書2006｣(2006年､神奈川県)の記載種
I：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧種、要：要注意、DD：情報不足、注：注　 希：希少種

※1：移設実施とは、環境保全対策として生息環境を創出した種も含む。
※2：移設実施には、底生動物として移設した種も含む。

0種 0種 3種
9種

12種 13種 13種 13種 9種 0種13種 12種 11種 13種 12種 12種

重要種選定基準

計 合計　7目 13科 15種 15種 4種 11種 13種 12種 12種 9種
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年度

R4
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トゲナシヌマエビ※ 
令和 7 年 5 月 26 日 

ヌマエビ※ 
令和 7 年 5 月 26 日 

アサヒナカワトンボ（幼虫）※ 
令和 7 年 5 月 26 日 

   
コシボソヤンマ（幼虫）※ 

令和 7 年 5 月 26 日 

ヤマサナエ（幼虫）※ 

令和 7 年 5 月 26 日 
オニヤンマ（幼虫）※ 

令和 7 年 5 月 26 日 

   

オオシオカラトンボ（幼虫）※ 
令和 7 年 5 月 26 日 

マツモムシ※ 
令和 7 年 5 月 26 日 

ヤマトクロスジヘビトンボ（幼虫）※ 
令和 7 年 5 月 26 日 

  

 

マメゲンゴロウ※ 
令和 7 年 5 月 26 日 

ヨコハマシジラガイと考えられる種 
令和 7 年 5 月 26 日 

 

図 2-43 移設された種の内の 10種及びヨコハマシジラガイと考えられる種（令和 7年度、底生

生物調査で確認） 

※：蟹田沢ビオトープへの移設が行われた 14 種のうち令和 7 年度に底生生物調査で確認された 10 種。なお令和 

7 年度に、ゲンジボタル（幼虫）は底生生物調査では確認されていないが、ホタル類の調査で成虫が確認され 

ている。 
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（3）昆虫類の保全対策及び生息状況 

令和 7 年度は、5 月 19 日に昆虫類の調査を実施した。また他の項目の調査時にも確認でき

た場合は記録することとした。昆虫類の調査範囲は図 2-44に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-44 昆虫類の調査範囲 

 

イ．昆虫類 

昆虫類の生息状況調査結果は表 2-36に示すとおりである。令和 7年度の春季調査では、合

計 10目 67科 178種の昆虫類が確認された。平成 21年度の調査開始以降、令和 7年度までに

19目 197科 1091種（ネグロセンブリを除く）が確認されている。なお、実施区域から蟹田沢

ビオトープに移設した水生昆虫類の底生生物調査における確認結果については、p.62～67 に

示したとおりである。 

確認された昆虫類の種の組成や種数については、植生の遷移等に伴う多少の変動はあるも

のの調査開始の平成 21年度から著しい変化は見られず、ビオトープ内の昆虫類相は安定して

いると考えられる。 
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（1/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

1 イシノミ イシノミ イシノミ Pedetontus nipponicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

2 トンボ アオイトトンボ オオアオイトトンボ Lestes temporalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 イトトンボ アジアイトトンボ Ischnura asiatica ○ ○ ○

4 アオモンイトトンボ Ischnura senegalensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

5 カワトンボ アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

6 ヤンマ マルタンヤンマ Anaciaeschna martini ○ ○ ○ ○ ○

7 クロスジギンヤンマ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

8 ギンヤンマ Anax parthenope julius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

9 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要

10 ヤブヤンマ Polycanthagyna melanictera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

11 サラサヤンマ Oligoaeschna pryeri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ EN

12 サナエトンボ ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 要

13 オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

14 エゾトンボ タカネトンボ Somatochlora uchidai ○ 要

15 トンボ ショウジョウトンボ Crocothemis servilia mariannae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

16 コフキトンボ Deielia phaon ○ 要

17 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

18 シオヤトンボ Orthetrum japonicum japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 要

19 オオシオカラトンボ Orthetrum triangulare melania ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

20 ウスバキトンボ Pantala flavescens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

21 ナツアカネ Sympetrum darwinianum ○ ○ ○ ○ 要

22 アキアカネ Sympetrum frequens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

23 マイコアカネ Sympetrum kunckeli ○ ○ DD

24 ゴキブリ チャバネゴキブリ モリチャバネゴキブリ Blattella nipponica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

25 ツチゴキブリ本土亜種 Margattea kumamotonis kumamotonis ○ ○ ○

26 カマキリ カマキリ ヒナカマキリ Amantis nawai ○ 〇 〇 ○

27 ハラビロカマキリ Hierodula patellifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

28 コカマキリ Statilia maculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

29 オオカマキリ Tenodera aridifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

30 シロアリ ミゾガシラシロアリ ヤマトシロアリ Reticulitermes speratus speratus ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

31 ハサミムシ マルムネハサミムシ ヒゲジロハサミムシ Anisolabella marginalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

32 ハマベハサミムシ Anisolabis maritima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

33 クロハサミムシ ミジンハサミムシ Labia minor ○ ○

34 クギヌキハサミムシ スジハサミムシモドキ Elaunon bipartitus 〇 ○

35 オオハサミムシ オオハサミムシ Labidura riparia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

36 カワゲラ ミジカオカワゲラ ミジカオカワゲラ科 Taeniopterygidae Gen. et sp. ○

37 オナシカワゲラ オナシカワゲラ科 Nemouridae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

38 バッタ バッタ タンザワフキバッタ Parapodisma tanzawaensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

39 コロギス ハネナシコロギス Nippancistroger testaceus ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 コロギス Prosopogryllacris japonica ○

41 カマドウマ マダラカマドウマ Diestrammena japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

42 ツユムシ セスジツユムシ Ducetia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

43 サトクダマキモドキ Holochlora japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

44 ツユムシ Phaneroptera falcata ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ヒメクダマキモドキ Phaulula macilenta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

46 キリギリス ホシササキリ Conocephalus maculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 ヒメギス Eobiana engelhardti subtropica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

48 クビキリギス Euconocephalus varius ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

49 ハタケノウマオイ Hexacentrus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

50 カヤキリ Pseudorhynchus japonicus ○ ○ ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（2/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

51 バッタ キリギリス ヒメクサキリ Ruspolia dubia ○

52 ヤブキリ Tettigonia orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

53 シブイロカヤキリ Xestophrys javanicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

54 ケラ ケラ Gryllotalpa orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 要

55 マツムシ クチキコオロギ Duolandrevus ivani ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

56 ヒロバネカンタン Oecanthus euryelytra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT

57 カンタン Oecanthus longicauda ○ ○

58 アオマツムシ Truljalia hibinonis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

59 マツムシ Xenogryllus marmoratus marmoratus ○ 要

60 コオロギ ハラオカメコオロギ Loxoblemmus campestris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 ミツカドコオロギ Loxoblemmus doenitzi ○ ○ ○

62 モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

63 クマスズムシ Sclerogryllus puctatus ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

64 エンマコオロギ Teleogryllus emma ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

65 ツヅレサセコオロギ Velarifictorus micado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

66 カネタタキ アシジマカネタタキ Ectatoderus tamna ○ CR+EN

67 イソカネタタキ Ornebius bimaculatus ○ ○ ○ ○ NT

68 カネタタキ Ornebius kanetataki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

69 ヒバリモドキ ウスグモスズ Amusurgus genji ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

70 ウスモンウミコオロギ Caconemobius takarai ○ ○ ○ 〇 〇 ○ CR+EN

71 マダラスズ Dianemobius nigrofasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

72 キンヒバリ Natula matsuurai ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

73 シバスズ Polionemobius mikado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

74 ヤチスズ Pteronemobius ohmachii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

75 クサヒバリ Svistella bifasciata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

76 バッタ ショウリョウバッタ Acrida cinerea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

77 クルマバッタ Gastrimargus marmoratus ○ ○

78 ヒナバッタ Glyptobothrus maritimus maritimus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

79 トノサマバッタ Locusta migratoria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

80 クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 イボバッタ Trilophidia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

82 イナゴ コバネイナゴ Oxya yezoensis ○ ○ ○ 〇 〇 ○

83 ツチイナゴ Patanga japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

84 オンブバッタ オンブバッタ Atractomorpha lata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

85 ヒシバッタ トゲヒシバッタ Criotettix japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

86 ニセハネナガヒシバッタ Ergatettix dorsifer ○ ○ 希

87 ハネナガヒシバッタ Euparatettix insularis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

88 ハラヒシバッタ Tetrix japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

89 ノミバッタ ノミバッタ Xya japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

90 ナナフシ ナナフシ ニホントビナナフシ Micadina phluctaenoides ○ ○

91 トゲナナフシ Neohirasea japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

92 エダナナフシ Phraortes elongatus ○ ○

93 ナナフシモドキ Ramulus mikado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

94 チャタテムシ チャタテ スジチャタテ Pseudocerastis tokyoensis ○ ○

95 アザミウマ クダアザミウマ クダアザミウマ科 Phlaeothripidae ○

96 カメムシ ヒシウンカ ヤナギカワウンカ Andes marmoratus ○ 〇 〇 ○ ○ ○

97 ウンカ ヒメトビウンカ Laodelphax stratellus ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

98 トビイロウンカ Nilaparvata lugens ○ ○ 〇 〇 ○

99 セジロウンカ Sogatella furcifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

100 エゾナガウンカ Stenocranus matsumurai ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（3/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

101 カメムシ ウンカ テラウチウンカ Terauchiana singularis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

102 ウンカ科 Delphacidae ○ ○

103 ハネナガウンカ アカハネナガウンカ Diostrombus politus ○ 〇 〇 ○

104 テングスケバ ツマグロスケバ Orthopagus lunulifer ○ ○ ○ ○

105 アオバハゴロモ アオバハゴロモ Geisha distinctissima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

106 トビイロハゴロモ Mimophantia maritima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

107 マルウンカ マルウンカ Gergithus variabilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

108 クサビウンカ Sarima amagisana 〇 〇 ○

109 シマウンカ シマウンカ Nisia nervosa ○

110 ハゴロモ ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

111 アミガサハゴロモ Pochazia albomaculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

112 グンバイウンカ ミドリグンバイウンカ Kallitaxila sinica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

113 ヒラタグンバイウンカ Ossoides lineatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

114 セミ クマゼミ Cryptotympana facialis ○ 〇 〇 ○

115 アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

116 ミンミンゼミ Hyalessa maculaticollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

117 ツクツクボウシ Meimuna opalifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

118 ニイニイゼミ Platypleura kaempferi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

119 ヒグラシ Tanna japonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

120 ツノゼミ トビイロツノゼミ Machaerotypus sibiricus ○ ○ ○ 〇 ○

121 モジツノゼミ Tsunozemia paradoxa ○

122 アワフキムシ シロオビアワフキ Aphrophora intermedia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

123 モンキアワフキ Aphrophora major ○ ○ ○ ○ ○

124 ハマベアワフキ Aphrophora maritima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

125 マルアワフキ Lepyronia coleoptrata ○ ○ ○ ○

126 コガシラアワフキムシ コガシラアワフキ Eoscarta assimilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

127 ヨコバイ カスリヨコバイ Balclutha punctata

128 アオズキンヨコバイ Batracomorphus mundus ○

129 ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

130 オオヨコバイ Cicadella viridis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

131 シロヒメヨコバイ Eurhadina betularia ○ ○ ○ ○ ○ ○

132 クロミャクイチモンジヨコバイ Exitianus fusconervosus ○ ○

133 フタスジトガリヨコバイ Futasujinus candidus ○ ○ ○

134 ヒシモンヨコバイ Hishimonus sellatus ○ ○ ○ ○ ○

135 マエジロオオヨコバイ Kolla atramentaria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

136 ミミズク Ledra auditura ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

137 コミミズク Ledropsis discolor ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

138 コチャイロヨコバイ Matsumurella kogotensis ○

139 チャイロヨコバイ Matsumurella praesul ○

140 ツマグロヨコバイ Nephotettix cincticeps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

141 ホソサジヨコバイ Nirvana pallida

142 ハンノヒロズヨコバイ Oncopsis hannoki 〇 ○

143 リンゴマダラヨコバイ Orientus ishidae ○ ○ ○ ○

144 クワキヨコバイ Pagaronia guttigera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

145 シロミャクイチモンジヨコバイ Paramesodes albinervosus

146 クルミヒロズヨコバイ Pediopsoides kogotensis 〇

147 ズキンヨコバイ Podulmorinus vitticollis 〇 〇 ○

148 シロセスジヨコバイ Scaphoideus albovittatus ○

149 クロスジホソサジヨコバイ Sophonia orientalis ○ ○ ○

150 オオトガリヨコバイ Doratulina grandis
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（4/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

151 カメムシ ヨコバイ フトヨコバイ Laburrus impictifrons ○ ○ 〇

152 キジラミ クワキジラミ Anomoneura mori ○ ○ ○

153 ベニキジラミ Psylla coccinea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

154 サシガメ ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

155 アカサシガメ Cydnocoris russatus ○ ○ ○ ○ ○

156 クロトビイロサシガメ Oncocephalus breviscutum ○

157 クロモンサシガメ Peirates turpis ○ ○ ○ ○ ○

158 ヒゲナガサシガメ Serendiba staliana ○

159 マキバサシガメ マキバサシガメ科 Nabidae ○

160 グンバイムシ アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

161 ヤブガラシグンバイ Cysteochila consueta ○ DD

162 クスグンバイ Stephanitis fasciicarina ○

163 ナシグンバイ Stephanitis nashi ○ 〇 〇 ○

164 ツツジグンバイ Stephanitis pyrioides ○ ○

165 ヒメグンバイ Uhlerites debilis ○ 〇 〇 ○ ○ ○

166 カスミカメムシ ウスイロツヤマルカスミカメ Apolygus pulchellus ○

167 ヒメセダカカスミカメ Charagochilus angusticollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

168 グンバイカスミカメ Stethoconus japonicus ○

169 イネホソミドリカスミカメ Trigonotylus caelestialium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

170 モモアカハギカスミカメムシ Lygocoris (Apolygus) roseofemoralis ○ ○ ○

171 アカホシカスミカメムシ Creontiades pallidifer ○ ○ ○

172 オオチャイロカスミカメムシ Creontiades tricolor ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

173 コアオカスミカメムシ Lygocoris (Apolygus) lucorum ○ ○ ○ ○

174 ツマグロアオカスミカメムシ Lygocoris (Apolygus) spinolae ○ ○

175 フタトゲムギカスミカメムシ Stenodema (Brachystira) calcaratum ○ ○ ○ ○

176 アカスジカスミカメムシ Stenotus rubrovittatus ○ ○ ○

177 ヒョウタンカスミカメムシ Pilophorus setulosus ○ ○ ○ ○

178 クロヒョウタンカスミカメムシ Pilophorus typicus ○

179 カスミカメムシ科 Miridae ○ ○ ○ ○

180 ヒラタカメムシ ノコギリヒラタカメムシ Aradus orientalis 〇 〇 ○

181 イボヒラタカメムシ Usingerida verrucigera ○

182 オオホシカメムシ オオホシカメムシ Physopelta gutta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

183 ヒメホシカメムシ Physopelta parviceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

184 ホシカメムシ クロホシカメムシ Pyrrhocoris sinuaticollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

185 ホソヘリカメムシ クモヘリカメムシ Leptocorisa chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

186 ヒメクモヘリカメムシ Paraplesius unicolor ○ 〇

187 ホソヘリカメムシ Riptortus pedestris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

188 ヘリカメムシ ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

189 ホソハリカメムシ Cletus punctiger ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

190 ハリカメムシ Cletus schmidti 〇 〇 ○ ○ ○

191 ヒメハリカメムシ Cletus trigonus ○ ○ ○ ○ ○

192 ハラビロヘリカメムシ Homoeocerus dilatatus ○ ○ ○

193 オオクモヘリカメムシ Homoeocerus striicornis 〇 〇 ○

194 ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

195 オオツマキヘリカメムシ Hygia lativentris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

196 ツマキヘリカメムシ Hygia opaca ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

197 ミナミトゲヘリカメムシ Paradasynus spinosus ○ ○ ○ DD

198 キバラヘリカメムシ Plinachtus bicoloripes 〇 〇 ○

199 ヒメヘリカメムシ スカシヒメヘリカメムシ Liorhyssus hyalinus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

200 アカヒメヘリカメムシ Rhopalus maculatus ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（5/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

201 カメムシ ヒメヘリカメムシ ケブカヒメヘリカメムシ Rhopalus sapporensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

202 ブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus punctatonervosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

203 イトカメムシ ヒメイトカメムシ Metacanthus pulchellus ○ 〇 〇 ○

204 ナガカメムシ セスジナガカメムシ Arocatus melanostoma ○ ○ 〇 〇 ○

205 ニッポンコバネナガカメムシ Dimorphopterus japonicus ○ ○

206 コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

207 クロナガカメムシ Drymus marginatus 〇 ○

208 ヒメオオメナガカメムシ Geocoris proteus ○ ○ ○ ○ ○ ○

209 オオメナガカメムシ Geocoris varius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

210 ヨツボシヒョウタンナガカメムシ Gyndes pallicornis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

211 サビヒョウタンナガカメムシ Horridipamera inconspicua ○ ○ ○ ○

212 キベリヒョウタンナガカメムシ Horridipamera lateralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

213 ホソコバネナガカメムシ Macropes obnubilus ○ ○ ○ ○

214 オオモンシロナガカメムシ Metochus abbreviatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

215 オオチャイロナガカメムシ Neolethaeus assamensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

216 チャイロナガカメムシ Neolethaeus dallasi ○ ○ ○ ○ ○

217 ヒメナガカメムシ Nysius plebeius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

218 ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

219 ヤスマツナガカメムシ Pylorgus yasumatsui ○ ○ 〇 〇 ○

220 イチゴチビナガカメムシ Stigmatonotum geniculatum ○

221 コバネヒョウタンナガカメムシ Togo hemipterus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

222 ジュウジナガカメムシ Tropidothorax cruciger ○ 〇 〇 ○

223 ヒメジュウジナガカメムシ Tropidothorax sinensis ○ ○ ○ ○

224 ナガカメムシ科 Lygaeidae ○

225 メダカナガカメムシ メダカナガカメムシ Chauliops fallax ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

226 ツノカメムシ ハサミツノカメムシ Acanthosoma labiduroides ○ ○ ○

227 ベニモンツノカメムシ Elasmostethus humeralis 〇 ○

228 アオモンツノカメムシ Elasmostethus nubilus ○ ○ ○ ○ ○

229 エサキモンキツノカメムシ Sastragala esakii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

230 ツチカメムシ ミツボシツチカメムシ Adomerus triguttulus ○

231 ヒメツチカメムシ Fromundus pygmaeus ○ 〇 ○

232 コツチカメムシ Macroscytus fraterculus ○

233 ツチカメムシ Macroscytus japonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

234 ノコギリカメムシ ノコギリカメムシ Megymenum gracilicorne ○ ○ ○ 〇 〇 ○

235 カメムシ ウズラカメムシ Aelia fieberi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

236 シロヘリカメムシ Aenaria lewisi ○ ○ ○ ○

237 ウシカメムシ Alcimocoris japonensis ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

238 ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

239 ハナダカカメムシ Dybowskyia reticulata 〇 ○

240 ナガメ Eurydema rugosa ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

241 ムラサキシラホシカメムシ Eysarcoris annamita ○ ○ ○ 〇 〇 ○

242 マルシラホシカメムシ Eysarcoris guttigerus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

243 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

244 ツヤアオカメムシ Glaucias subpunctatus ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

245 エビイロカメムシ Gonopsis affinis ○ ○

246 アカスジカメムシ Graphosoma rubrolineatum ○

247 クサギカメムシ Halyomorpha halys ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

248 アオクサカメムシ Nezara antennata ○ ○ ○

249 イネカメムシ Niphe elongata ○ DD

250 チャバネアオカメムシ Plautia stali ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（6/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

251 カメムシ カメムシ オオクロカメムシ Scotinophara horvathi ○ 〇

252 イネクロカメムシ Scotinophara lurida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

253 マルカメムシ ヒメマルカメムシ Coptosoma biguttulum ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

254 タデマルカメムシ Coptosoma parvipictum 〇 ○

255 マルカメムシ Megacopta punctatissima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

256 キンカメムシ オオキンカメムシ Eucorysses grandis ○ 〇

257 アカスジキンカメムシ Poecilocoris lewisi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

258 アメンボ アメンボ Aquarius paludum paludum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

259 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

260 コセアカアメンボ Gerris gracilicornis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

261 ヤスマツアメンボ Gerris insularis ○

262 シマアメンボ Metrocoris histrio ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

263 カタビロアメンボ ケシカタビロアメンボ Microvelia douglasi ○ ○ ○ ○ ○ ○

264 ミズムシ エサキコミズムシ Sigara septemlineata ○ ○ ○

265 コミズムシ Sigara substriata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

266 Sigara属 Sigara sp. ○ ○ ○ ○ ○ DD

267 コオイムシ コオイムシ Appasus japonicus ○ ○ NT EN

268 タイコウチ ミズカマキリ Ranatra chinensis ○

269 マツモムシ コマツモムシ Anisops ogasawarensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

270 マツモムシ Notonecta triguttata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

271 アブラムシ クリオオアブラムシ Lachnus tropicalis 〇 〇 ○

272 ワタフキカイガラムシ オオワラジカイガラムシ Drosicha corpulenta 〇 〇 ○

273 ヘビトンボ ヘビトンボ ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

274 センブリ ネグロセンブリ Sialis japonica ○

275 アミメカゲロウ ヒロバカゲロウ ヒロバカゲロウ Lysmus harmandinus ○

276 ウンモンヒロバカゲロウ Osmylus tessellatus ○

277 キマダラヒロバカゲロウ Spilosmylus flavicornis ○

278 ヒメカゲロウ ヒメカゲロウ科 Hemerobiidae ○

279 クサカゲロウ クモンクサカゲロウ Chrysopa (Chrysopa) formosa ○ ○

280 ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa (Chrysopa) septempunctata ○ ○ ○ ○

281 フタモンクサカゲロウ Pseudomallada formosanus ○

282 ニッポンクサカゲロウ Chrysoperla carnea ○ ○ ○

283 アミメカゲロウ Nacaura matsumurae ○

284 クサカゲロウ科 Chrysopidae ○ ○ ○ ○ ○

285 ツノトンボ ツノトンボ Ascalohybris subjacens ○ 〇 ○

286 オオツノトンボ Protidricerus japonicus ○ ○

287 ウスバカゲロウ ホシウスバカゲロウ Paraglenurus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○

288 シリアゲムシ シリアゲムシ ヤマトシリアゲ Panorpa japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

289 チョウ ミノガ チャミノガ Eumeta minuscula ○

290 オオミノガ Eumeta variegata ○ VU

291 ヒモミノガ Psychidae sp. 〇 ○ ○ ○

292 ボクトウガ ゴマフボクトウ Zeuzera multistrigata leuconota ○ ○

293 セセリチョウ ダイミョウセセリ Daimio tethys tethys ○ ○

294 イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

295 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

296 コチャバネセセリ Praethoressa varia ○ ○

297 シジミチョウ ミズイロオナガシジミ Antigius attilia attilia ○ ○ ○ ○

298 ムラサキツバメ Arhopala bazalus turbata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

299 ムラサキシジミ Arhopala japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

300 ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（7/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

301 チョウ シジミチョウ ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

302 ツバメシジミ Everes argiades argiades ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

303 アカシジミ Japonica lutea lutea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

304 ウラナミアカシジミ Japonica saepestriata saepestriata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

305 ウラナミシジミ Lampides boeticus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

306 ベニシジミ Lycaena phlaeas chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

307 ミドリシジミ Neozephyrus japonicus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ NT

308 ヤマトシジミ本土亜種 Zizeeria maha argia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

309 タテハチョウ ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

310 アカボシゴマダラ Hestina assimilis assimilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

311 ゴマダラチョウ本土亜種 Hestina persimilis japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

312 ルリタテハ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

313 クロヒカゲ本土亜種 Lethe diana diana ○ ○ ○ ○

314 ヒカゲチョウ Lethe sicelis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

315 テングチョウ日本本土亜種 Libythea lepita celtoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

316 クロコノマチョウ Melanitis phedima oitensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

317 コジャノメ Mycalesis francisca perdiccas ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

318 ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

319 サトキマダラヒカゲ Neope goschkevitschii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

320 コミスジ本州以南亜種 Neptis sappho intermedia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

321 アサギマダラ Parantica sita niphonica ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

322 キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

323 ヒメアカタテハ Vanessa cardui ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

324 アカタテハ Vanessa indica indica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

325 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus argus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

326 アゲハチョウ ジャコウアゲハ本土亜種 Atrophaneura alcinous alcinous ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

327 アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

328 カラスアゲハ本土亜種 Papilio dehaanii dehaanii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

329 モンキアゲハ Papilio helenus nicconicolens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

330 キアゲハ Papilio machaon hippocrates ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

331 オナガアゲハ Papilio macilentus macilentus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

332 ナガサキアゲハ Papilio memnon thunbergii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

333 クロアゲハ本土亜種 Papilio protenor demetrius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

334 アゲハ Papilio xuthus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

335 シロチョウ モンキチョウ Colias erate poliographa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

336 キタキチョウ Eurema mandarina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

337 スジグロシロチョウ Pieris melete ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

338 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

339 ツトガ クロウスムラサキノメイガ Agrotera posticalis ○ ○

340 ヒメトガリノメイガ Anania verbascalis ○

341 オオキノメイガ Botyodes principalis ○ ○ ○ ○ ○

342 モンウスグロノメイガ Bradina geminalis ○

343 キベリハネボソノメイガ Circobotys aurealis ○

344 モンキシロノメイガ Cirrhochrista brizoalis ○ ○

345 コブノメイガ Cnaphalocrocis medinalis ○ ○ ○ ○

346 スカシトガリノメイガ Cotachena pubescens ○ ○

347 タケノメイガ Crypsiptya coclesalis ○

348 ツゲノメイガ Cydalima perspectalis ○

349 アヤナミノメイガ Eurrhyparodes accessalis ○ ○ ○

350 モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosale zelleri ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（8/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

351 チョウ ツトガ マメノメイガ Maruca vitrata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

352 ホシオビホソノメイガ Nomis albopedalis ○ ○ ○ ○

353 キバラノメイガ Omiodes noctescens ○ ○ ○

354 フキノメイガ Ostrinia zaguliaevi ○

355 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

356 ヒロバウスグロノメイガ Paranacoleia lophophoralis ○

357 クビシロノメイガ Piletocera aegimiusalis ○

358 コガタシロモンノメイガ Piletocera sodalis ○

359 ウスイロキンノメイガ Pleuroptya punctimarginalis ○

360 ウコンノメイガ Pleuroptya ruralis ○ ○

361 キムジノメイガ Prodasycnemis inornata ○

362 タテシマノメイガ Sclerocona acutella ○ ○ ○

363 シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

364 タイワンモンキノメイガ Syllepte taiwanalis ○

365 ヨツボシノメイガ Talanga quadrimaculalis ○ ○ ○ ○

366 クロスジノメイガ Tyspanodes striatus striatus ○

367 メイガ ウスベニトガリメイガ Endotricha olivacealis ○

368 ハスジフトメイガ Epilepia dentata ○

369 アカマダラメイガ Oncocera semirubella ○ ○ ○ ○

370 ナカトビフトメイガ Orthaga achatina ○

371 アオフトメイガ Orthaga olivacea ○ ○

372 メイガ科 Pyralidae ○ ○

373 マドガ アカジママドガ Striglina cancellata ○ ○ ○ ○ ○

374 カギバガ ギンモンカギバ Callidrepana patrana ○

375 アゲハモドキガ アゲハモドキ Epicopeia hainesii hainesii

376 シャクガ ユウマダラエダシャク Abraxas miranda miranda ○ ○ ○

377 ナカウスエダシャク Alcis angulifera ○

378 ナミガタシロナミシャク Callabraxas compositata compositata ○

379 ヨスジキエダシャク Cotta incongruaria ○

380 トンボエダシャク Cystidia stratonice ○ ○ ○ ○ ○ ○

381 マツオオエダシャク Deileptenia ribeata ○ ○

382 シロジマエダシャク Euryobeidia languidata languidata ○

383 セスジナミシャク Evecliptopera illitata illitata ○

384 ハミスジエダシャク Hypomecis roboraria displicens ○

385 オオマエキトビエダシャク Nothomiza oxygoniodes ○

386 トビスジヒメナミシャク Orthonama obstipata ○

387 ウスキツバメエダシャク Ourapteryx nivea ○ ○ ○ ○ ○ ○

388 ウスアオエダシャク Parabapta clarissa ○

389 オビガ オビガ Apha aequalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

390 ヤママユガ オオミズアオ本土亜種 Actias aliena aliena ○

391 オナガミズアオ本土亜種 Actias gnoma gnoma ○ ○ NT

392 ヤママユ本土亜種 Antheraea yamamai yamamai ○

393 スズメガ メンガタスズメ Acherontia styx medusa ○

394 ブドウスズメ Acosmeryx castanea ○ ○

395 エビガラスズメ Agrius convolvuli ○

396 ホシホウジャク Macroglossum pyrrhosticta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

397 コスズメ Theretra japonica ○ ○

398 キイロスズメ Theretra nessus nessus ○

399 セスジスズメ Theretra oldenlandiae oldenlandiae ○ ○ ○ ○ ○ ○

400 スズメガ科 Sesiidae ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（9/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

401 チョウ シャチホコガ ホソバシャチホコ Fentonia ocypete ocypete ○ ○

402 ヒトリガ カノコガ Amata fortunei fortunei ○ 〇 ○

403 ハガタベニコケガ Barsine aberrans aberrans ○ ○ ○

404 スジベニコケガ Barsine striata striata ○ ○ ○ ○ ○ ○

405 マエグロホソバ Conilepia nigricosta nigricosta ○

406 キベリネズミホソバ Ghoria gigantea gigantea ○ ○

407 ムジホソバ Eilema deplana pavescens ○ ○

408 クワゴマダラヒトリ Lemyra imparilis ○

409 スジモンヒトリ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata ○ ○ ○ ○

410 キハラゴマダラヒトリ Spilosoma lubricipedum ○ ○

411 Eilema属 Eilema sp. ○

412 ドクガ チャドクガ Arna pseudoconspersa 〇 〇 ○

413 マエグロマイマイ Lymantria xylina xylina ○

414 モンシロドクガ Sphrageidus similis ○ 〇 〇 ○

415 ゴマフリドクガ Euproctis pulverea ○ ○

416 ヤガ フタテンヒメヨトウ Acosmetia biguttula ○

417 フジロアツバ Adrapsa notigera ○ ○ ○

418 シラナミクロアツバ Adrapsa simplex ○

419 ニセフジロアツバ Adrapsa subnotigera ○

420 コキマエヤガ Albocosta triangularis ○

421 カラスヨトウ Amphipyra livida corvina ○ ○ ○

422 オオシマカラスヨトウ Amphipyra monolitha surnia ○ ○

423 ネスジシラクモヨトウ Apamea hampsoni ○

424 シロモンオビヨトウ Athetis lineosa ○

425 ヒメサビスジヨトウ Athetis stellata ○ ○ ○ ○

426 ハジマヨトウ Bambusiphila vulgaris ○

427 コウンモンクチバ Blasticorhinus ussuriensis ○

428 ヤマガタアツバ Bomolocha stygiana ○

429 アヤナミツマキリヨトウ Callopistria placodoides ○

430 キシタバ Catocala patala ○ ○ ○

431 コガタキシタバ Catocala praegnax olbiterata ○

432 エゾコヤガ Chorsia noloides ○

433 イチジクキンウワバ Chrysodeixis eriosoma ○

434 キンイロキリガ Clavipalpula aurariae aurariae ○

435 シマキリガ Cosmia achatina ○

436 ニレキリガ Cosmia affinis ○

437 キノコヨトウ Cryphia mitsuhashi ○

438 ミツモンキンウワバ Ctenoplusia agnata ○ ○

439 エゾギクキンウワバ Ctenoplusia albostriata ○ ○

440 オオバコヤガ Diarsia canescens ○

441 シロズアツバ Ectogonia butleri ○

442 オオシラホシアツバ Edessena hamada ○ ○ ○

443 ウスムラサキクチバ Ericeia pertendens ○

444 アカテンクチバ Erygia apicalis ○

445 アケビコノハ Eudocima tyrannus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

446 ホソバミドリヨトウ Euplexidia angusta ○

447 オオタバコガ Helicoverpa armigera armigera ○

448 シマアツバ Hepatica linealis ○

449 クロクモヤガ Hermonassa cecilia ○

450 ニジオビベニアツバ Homodes vivida ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（10/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

451 チョウ ヤガ ソトウスグロアツバ Hydrillodes lentalis ○ ○

452 トビモンアツバ Hypena indicatalis ○

453 ヒロバチビトガリアツバ Hypenomorpha calamina ○

454 ナカスジキヨトウ Mythimna flammea ○

455 クロシタキヨトウ Mythimna placida ○

456 スジシロキヨトウ Mythimna striata ○ ○

457 マエジロヤガ Ochropleura plecta glaucimacula ○

458 ヒメエグリバ Oraesia emarginata ○ ○ ○

459 アカエグリバ Oraesia excavata ○ ○

460 ノコメセダカヨトウ Orthogonia sera ○

461 リンゴツマキリアツバ Pangrapta obscurata ○ ○

462 ホソオビアシブトクチバ Parallelia arctotaenia ○

463 オオアカマエアツバ Simplicia niphona ○

464 ニセアカマエアツバ Simplicia xanthoma ○

465 ハグルマトモエ Spirama helicina ○

466 オスグロトモエ Spirama retorta ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

467 ハスモンヨトウ Spodoptera litura ○

468 ウンモンキノコヨトウ Stenoloba manleyi manleyi ○

469 ウスシロフコヤガ Sugia stygia ○

470 ムクゲコノハ Thyas juno ○ ○ ○ ○ ○

471 シロスジアオヨトウ Trachea atriplicis ○

472 ヤガ科 Noctuidae ○ ○ ○

473 コブガ ミドリリンガ Clethrophora distincta ○

474 ツクシアオリンガ Hylophilodes tsukusensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

475 ハマキガ ビロードハマキ Cerace xanthocosma ○ ○ ○ ○ ○ ○

476 モトキハマキ Croesia fuscotogata ○

477 ハエ ガガンボ ベッコウガガンボ Dictenidia pictipennis pictipennis ○ ○

478 ミカドガガンボ Holorusia mikado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

479 ホリカワクシヒゲガガンボ Pselliophora bifascipennis ○ ○ ○

480 マダラガガンボ Tipula coquilletti ○

481 ガガンボ科 Tipulidae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

482 カ ヒトスジシマカ Aedes (Stegomyia) albopictus 〇 〇 ○ ○ ○

483 キノコバエ キノコバエ科 Mycetophilidae ○

484 ミズアブ キアシホソルリミズアブ Actina diadema ○

485 アメリカミズアブ Hermetia illucens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

486 コウカアブ Ptecticus tenebrifer ○ ○ ○ 〇 〇 ○

487 ミズアブ Stratiomys japonica ○

488 アブ アカウシアブ Tabanus chrysurus ○ ○

489 キスジアブ Tabanus fulvimedioides ○

490 ウシアブ Tabanus trigonus ○ ○ ○ 〇 〇 ○ DD

491 ムシヒキアブ トラフムシヒキ Astochia virgatipes ○ ○

492 アオメアブ Cophinopoda chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

493 ハラボソムシヒキ Dioctria nakanensis ○

494 オオイシアブ Laphria mitsukurii ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

495 チャイロオオイシアブ Laphria rufa ○

496 ナミマガリケムシヒキ Neoitamus angusticornis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

497 シオヤアブ Promachus yesonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

498 ツリアブ クロバネツリアブ Ligyra tantalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

499 アシナガバエ マダラアシナガバエ Mesorhaga nebulosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

500 アシナガキンバエ Dolichopus nitidus ○ ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（11/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

501 ハエ アシナガバエ アシナガバエ科 Dolichopodidae ○ ○ ○

502 アタマツリアブ アタマツリアブ科 Pipunculidae ○ ○

503 ハナアブ ツマグロコシボソハナアブ Allobaccha apicalis ○

504 オオヒメヒラタアブ Allograpta iavana 〇 〇

505 キスネクロハナアブ Cheilosia ochripes ○

506 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

507 キゴシハナアブ Eristalinus quinquestriatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

508 ホシメハナアブ Eristalinus tarsalis ○ ○

509 シマハナアブ Eristalis cerealis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

510 キョウコシマハナアブ Eristalis kyokoae ○

511 ナミハナアブ Eristalis tenax ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

512 ナミホシヒラタアブ Eupeodes bucculatus ○ ○

513 アシブトハナアブ Helophilus eristaloideus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

514 ホシツヤヒラタアブ Melanostoma scalare ○ ○

515 シマアシブトハナアブ Mesembrius peregrinus ○

516 シママメヒラタアブ Paragus fasciatus ○ ○ ○

517 キアシマメヒラタアブ Paragus haemorrhous ○ ○

518 オオハナアブ Phytomia zonata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

519 ミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana ○ ○

520 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

521 クロベッコウハナアブ Volucella nigricans ○

522 ヒメヒラタアブ Sphaerophoria menthastri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

523 ハナアブ科 Syrphidae ○

524 ナガズヤセバエ ホシアシナガヤセバエ Stypocladius appendiculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

525 ショウジョウバエ キイロショウジョウバエ Drosophila melanogaster ○ ○ ○ ○ ○ ○

526 ミギワバエ ミナミカマバエ Ochthera circularis ○

527 ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ○ ○ ○ ○ ○

528 ツヤホソバエ ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma ○ ○ ○ ○

529 シマバエ ヒラヤマシマバエ Homoneura hirayamae ○ ○ ○

530 ヤブクロシマバエ Minettia (Frendelia) longipennis ○ ○

531 ミバエ チャイロハススジハマダラミバエ Anomoia vulgaris ○

532 カボチャミバエ Paradacus depressus ○ ○ DD

533 ヒラヤマアミメケブカミバエ Campiglossa hirayamae

534 タンポポハマダラミバエ Hemilea infuscata ○

535 キモグリバエ キモグリバエ科 Chloropidae Gen. et sp. ○

536 ショウジョウバエ ショウジョウバエ科 Drosophilidae ○

537 フンバエ ヒメフンバエ Scathophaga stercoraria

538 ハナバエ タネバエ Delia platura ○

539 イエバエ イエバエ科 Muscidae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

540 クロバエ ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

541 クロバエ科 Calliphoridae ○ ○ ○

542 ニクバエ ニクバエ科 Sarcophagidae ○

543 ヤドリバエ セスジハリバエ Tachina (Eudoromyia) nupta ○ ○

544 マルボシヒラタハナバエ Gymnosoma rotundata ○ ○ ○ ○ ○ ○

545 ヤドリバエ科 Tachinidae ○ ○

546 コウチュウ ホソクビゴミムシ ミイデラゴミムシ Pheropsophus jessoensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

547 オサムシ キイロチビゴモクムシ Acupalpus inornatus ○ ○ ○ ○ ○ ○

548 オオヨツボシゴミムシ Dischissus mirandus ○ VU

549 トゲアトキリゴミムシ Aephnidius adelioides ○ ○

550 アオグロヒラタゴミムシ Agonum chalcomum ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（12/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

551 コウチュウ オサムシ ヒメセボシヒラタゴミムシ Agonum suavissimum ○

552 マルガタゴミムシ Amara chalcites ○ ○ ○ ○ ○

553 ニセマルガタゴミムシ Amara congrua ○

554 オオマルガタゴミムシ Amara gigantea ○

555 ツヤマルガタゴミムシ Amara obscuripes ○ ○ ○ ○ ○

556 コマルガタゴミムシ Amara simplicidens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

557 Amara属 Amara sp. ○

558 ホシボシゴミムシ Anisodactylus punctatipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

559 ゴミムシ Anisodactylus signatus ○

560 ヒメゴミムシ Anisodactylus tricuspidatus tricuspidatus ○

561 ヨツモンカタキバゴミムシ Badister pictus ○ NT

562 アトモンミズギワゴミムシ Bembidion niloticum batesi ○

563 オオズヒメゴモクムシ Bradycellus grandiceps ○

564 エゾカタビロオサムシ Campalita chinense ○ ○

565 オオアトボシアオゴミムシ Chlaenius micans ○

566 アトボシアオゴミムシ Chlaenius naeviger ○ ○

567 コガシラアオゴミムシ Chlaenius variicornis ○ ○ ○ ○

568 クロモリヒラタゴミムシ Colpodes atricomes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

569 ハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

570 ミズギワアトキリゴミムシ Demetrias marginicollis ○ ○ ○

571 コヨツボシアトキリゴミムシ Dolichoctis striatus striatus ○ 〇 〇

572 セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

573 クビボソゴミムシ Galerita orientalis ○

574 スジアオゴミムシ Haplochlaenius costiger ○

575 トゲアシゴモクムシ Harpalus calceatus ○

576 オオズケゴモクムシ Harpalus eous ○ ○ ○ ○ ○

577 ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

578 クロゴモクムシ Harpalus niigatanus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

579 ニセケゴモクムシ Harpalus pseudophonoides ○ ○ ○ ○

580 ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ○ ○ 〇

581 アカアシマルガタゴモクムシ Harpalus tinctulus ○

582 コゴモクムシ Harpalus tridens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

583 ケゴモクムシ Harpalus vicarius ○ ○ ○ ○ ○

584 フタホシアトキリゴミムシ Lebia bifenestrata ○ 〇 ○

585 ジュウジアトキリゴミムシ Lebia retrofasciata ○

586 コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

587 ヤホシゴミムシ Lebidia octoguttata ○ ○

588 オオゴミムシ Lesticus magnus ○ ○

589 チャバネクビナガゴミムシ Odacantha aegrota ○ 〇

590 ナカグロキバネクビナガゴミムシ Odacantha puziloi ○ ○ ○ ○ VU

591 クビナガゴモクムシ Oxycentrus argutoroides ○

592 カドツブゴミムシ Pentagonica angulosa ○ ○

593 フタホシスジバネゴミムシ Planetes puncticeps ○ ○

594 オオヒラタゴミムシ Platynus magnus ○ ○

595 ヤマトクロヒラタゴミムシ Platynus subovatus ○

596 トックリナガゴミムシ Pterostichus haptoderoides japanensis ○ ○ ○

597 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

598 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis ○ ○

599 アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis ○ NT

600 ミドリマメゴモクムシ Stenolophus difficilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（13/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

601 コウチュウ オサムシ マメゴモクムシ Stenolophus fulvicornis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

602 ツヤマメゴモクムシ Stenolophus iridicolor ○ ○

603 ムネアカマメゴモクムシ Stenolophus propinquus ○ ○ ○ ○

604 イツホシマメゴモクムシ Stenolophus quinquepustulatus ○ ○ ○ ○ ○

605 マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis ○ ○ ○

606 キアシツヤヒラタゴミムシ Synuchus callitheres callitheres ○ NT

607 クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

608 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus ○ ○ ○ ○ ○

609 ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyura fuscicauda ○

610 ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyura laetifica ○ ○

611 ヒメツヤゴモクムシ Trichotichnus congruus ○ 〇

612 クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis ○

613 アカガネオオゴミムシ Trigonognatha cuprescens ○

614 ルイスオオゴミムシ Trigonotoma lewisii ○

615 ハンミョウ トウキョウヒメハンミョウ Cylindera kaleea yedoensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

616 ゲンゴロウ マメゲンゴロウ Agabus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

617 ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

618 ハイイロゲンゴロウ Eretes griseus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

619 モンキマメゲンゴロウ Platambus pictipennis ○ ○

620 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

621 ガムシ トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

622 ゴマフガムシ Berosus punctipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

623 ウスモンケシガムシ Cercyon laminatus ○

624 アカケシガムシ Cercyon olibrus ○ ○ 〇 〇 ○

625 ケシガムシ Cercyon ustus ○ ○

626 キベリヒラタガムシ Enochrus japonicus ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

627 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans ○

628 ヒメガムシ Sternolophus rufipes ○ ○ ○

629 シデムシ オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

630 クロシデムシ Nicrophorus concolor ○

631 ヨツボシモンシデムシ Nicrophorus quadripunctatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

632 ハネカクシ アカバホソハネカクシ Othius rufipennis ○

633 アオバアリガタハネカクシ Paederus fuscipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

634 ムネスジコガシラハネカクシ Pseudohesperus rutiliventris ○

635 Anotylus属 Anotylus sp. ○

636 オオマルズハネカクシ Domene crassicornis ○

637 アカバナガハネカクシ Lathrobium dignum ○

638 Philonthus属 Philonthus sp. ○

639 アカバハネカクシ Platydracus paganus ○ ○

640 ハネカクシ科 Staphylinidae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

641 マルハナノミ トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

642 マルハナノミ科 Helodidae ○ ○

643 センチコガネ センチコガネ Phelotrupes laevistriatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

644 クワガタムシ コクワガタ Dorcus rectus rectus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

645 ヒラタクワガタ本土亜種 Dorcus titanus pilifer ○ VU

646 ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus ○ ○ ○ 要

647 ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus inclinatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

648 コガネムシ コイチャコガネ Adoretus tenuimaculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

649 アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

650 ドウガネブイブイ Anomala cuprea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（14/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

651 コウチュウ コガネムシ サクラコガネ Anomala daimiana ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

652 ヒメサクラコガネ Anomala geniculata ○ ○

653 ヤマトアオドウガネ Anomala japonica ○

654 ヒメコガネ Anomala rufocuprea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

655 アカマダラハナムグリ Anthracophora rusticola ○ DD NT

656 ナミハナムグリ Cetonia pilifera ○ ○ ○ ○ ○

657 ヒメアシナガコガネ Ectinohoplia obducta 〇 〇 ○

658 コカブトムシ Eophileurus chinensis chinensis ○ ○ ○ ○

659 セマダラコガネ Exomala orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

660 コアオハナムグリ Gametis jucunda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

661 クロコガネ Holotrichia kiotonensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

662 オオクロコガネ Holotrichia parallela ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

663 ヒメトラハナムグリ本土亜種 Lasiotrichius succinctus tokushimus ○ ○ ○ ○ ○ ○

664 アカビロウドコガネ Maladera castanea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

665 ビロウドコガネ Maladera japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

666 オオマルビロウドコガネ Maladera opima ○

667 オオコフキコガネ Melolontha frater ○ ○ ○ ○ ○ ○

668 スジコガネ Mimela testaceipes ○ ○ ○

669 ヒラタハナムグリ Nipponovalgus angusticollis angusticollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

670 クロマルエンマコガネ Onthophagus ater ○ ○ ○ ○

671 コブマルエンマコガネ Onthophagus atripennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

672 シロスジコガネ Polyphylla albolineata ○ ○ VU

673 マメコガネ Popillia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

674 シロテンハナムグリ Protaetia orientalis submarmorea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

675 カナブン Pseudotrynorrhina japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

676 クロカナブン Rhomborhina polita ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

677 カブトムシ Trypoxylus dichotomus septentrionalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

678 Serica属 Serica sp. ○ ○

679 ナガハナノミ ヒゲナガハナノミ Paralichas pectinatus ○

680 タマムシ クロナガタマムシ Agrilus cyaneoniger ○ ○ ○ ○ ○

681 ヒシモンナガタマムシ Agrilus discalis ○ ○ ○ ○

682 ムネアカナガタマムシ Agrilus imitans ○ ○

683 ケヤキナガタマムシ Agrilus spinipennis ○

684 ウグイスナガタマムシ Agrilus tempestivus ○ ○ 〇 〇 ○

685 タマムシ Chrysochroa fulgidissima fulgidissima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ 要

686 ムネアカチビナカボソタマムシ Nalanda rutilicollis rutilicollis ○

687 クズノチビタマムシ Trachys auricollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

688 コウゾチビタマムシ Trachys broussonetiae ○

689 ヤナギチビタマムシ Trachys minutus salicis ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

690 マメチビタマムシ Trachys reitteri

691 サシゲチビタマムシ Trachys robustus ○ ○ ○ ○ ○

692 ダンダラチビタマムシ Trachys variolaris 〇 ○ ○ ○

693 コメツキムシ オオシモフリコメツキ Actenicerus orientalis ○ ○

694 シモフリコメツキ Actenicerus pruinosus ○ ○ 〇

695 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

696 ホソサビキコリ Agrypnus fuliginosus ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

697 ヒメクロコメツキ Ampedus carbunculus 〇

698 クロハナコメツキ Cardiophorus pinguis ○ ○ ○ ○ ○ ○

699 オオハナコメツキ Dicronychus nothus ○ ○ ○

700 ヨツキボシコメツキ Ectinoides insignitus insignitus ○ 〇
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（15/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

701 コウチュウ コメツキムシ カバイロコメツキ Ectinus sericeus sericeus 〇 ○ ○ ○

702 クロツヤクシコメツキ Melanotus annosus ○ ○

703 クシコメツキ Melanotus legatus legatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

704 チャバネクシコメツキ Melanotus seniculus ○ 〇

705 ヒゲナガコメツキ Mulsanteus junior junior ○ ○

706 オオナガコメツキ Nipponoelater sieboldi sieboldi ○ ○ ○ ○

707 コハナコメツキ Paracardiophorus pullatus pullatus ○ ○ ○

708 ヒゲコメツキ Pectocera hige hige ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

709 マダラチビコメツキ Prodrasterius agnatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

710 アカアシオオクシコメツキ Spheniscosomus cete cete 〇

711 オオツヤハダコメツキ Stenagostus umbratilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

712 オオクシヒゲコメツキ Tetrigus lewisi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

713 ジョウカイボン クビボソジョウカイ Hatchiana heydeni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

714 ジョウカイボン Lycocerus suturellus suturellus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

715 セボシジョウカイ Lycocerus vitellinus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

716 キベリコバネジョウカイ Trypherus niponicus ○ ○ ○

717 ホタル ムネクリイロボタル Cyphonocerus ruficollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

718 カタモンミナミボタル Drilaster axillaris ○ ○ ○

719 オバボタル Lucidina biplagiata ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

720 ゲンジボタル Luciola cruciata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

721 ヘイケボタル Luciola lateralis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ NT

722 ベニボタル ヒメベニボタル Lyponia delicatula ○

723 クロハナボタル Plateros coracinus ○

724 ヒメクロハナボタル Plateros japonicus 〇

725 カツオブシムシ ヨツモンチビカツオブシムシ Orphinus quadrimaculatus ○ 〇

726 シバンムシ ツツガタシバンムシ Gastrallus affinis ○ ○

727 オオナガシバンムシ Priobium cylindricum ○

728 シバンムシ科 Anobiidae ○ DD

729 カッコウムシ ヤマトヒメメダカカッコウムシ Neohydnus hozumii ○ ○ ○ VU

730 キオビナガカッコウムシ Opilo carinatus ○ ○ 〇 ○

731 ツマグロツツカッコウムシ Tenerus hilleri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

732 イガラシカッコウムシ Tillus igarashii ○ ○

733 ジョウカイモドキ ヒロオビジョウカイモドキ Intybia historio ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

734 ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

735 コクヌスト ハロルドヒメコクヌスト Ancyrona haroldi ○ 〇 〇 ○ ○ ○

736 ムクゲキスイムシ カタモンムクゲキスイ Biphyllus humeralis 〇 〇 ○

737 アカグロムクゲキスイ Biphyllus lewisi ○

738 ツツキノコムシ ミヤマツツキノコムシ Cis nipponicus ○ ○ ○

739 キタツツキノコムシ Cis seriatopilosus ○ 〇 〇 ○

740 ヒメツヤツツキノコムシ Octotemnus parvulus ○ 〇 〇 ○ ○ ○

741 マダラホソツツキノコムシ Orthocis ornatus ○ 〇 〇 ○ ○ ○

742 テントウムシ ムーアシロホシテントウ Calvia muiri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

743 ヒメアカホシテントウ Chilocorus kuwanae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

744 アカホシテントウ Chilocorus rubidus ○ ○ ○ ○ ○

745 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

746 トホシテントウ Epilachna admirabilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

747 ナミテントウ Harmonia axyridis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

748 ニジュウヤホシテントウ Henosepilachna vigintioctopunctata ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

749 ジュウサンホシテントウ Hippodamia tredecimpunctata ○

750 フタホシテントウ Hyperaspis japonica
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（16/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

751 コウチュウ テントウムシ キイロテントウ Kiiro koebelei koebelei ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

752 ダンダラテントウ Menochilus sexmaculatus ○ ○

753 セスジヒメテントウ Nephus patagiatus ○ ○ ○

754 ヨツボシテントウ Phymatosternus lewisii ○ 〇 〇 ○

755 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

756 ベダリアテントウ Rodolia cardinalis ○ ○ ○ ○

757 ベニヘリテントウ Rodolia limbata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

758 ハレヤヒメテントウ Sasajiscymnus hareja 〇

759 クビアカヒメテントウ Sasajiscymnus sylvaticus ○ ○

760 クロヘリヒメテントウ Scymnus hoffmanni 〇

761 クロヒメテントウ Scymnus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

762 カワムラヒメテントウ Scymnus kawamurai ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

763 コクロヒメテントウ Scymnus posticalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

764 シロホシテントウ Vibidia duodecimguttata ○

765 キスイムシ キイロセマルキスイ Atomaria lewisi ○

766 クロモンキスイ Cryptophagus decoratus ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

767 ウスイロキスイ Cryptophagus dilutus 〇 ○

768 テントウムシダマシ ヨツボシテントウダマシ Ancylopus pictus asiaticus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

769 ルリテントウダマシ Endomychus gorhami gorhami ○ 〇 〇 ○ ○ ○

770 キボシテントウダマシ Mycetina amabilis ○

771 オオキノコムシ ヒメオビオオキノコムシ Episcapha fortunei 〇 〇 ○

772 コメツキモドキ ルイスコメツキモドキ Languriomorpha lewisi ○ ○ 〇 〇 ○

773 ケシコメツキモドキ Microlanguria jansoni ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

774 ケナガマルキスイ Toramus glisonothoides ○

775 ヒメマキムシ クロオビケシマキムシ Corticaria ornata 〇

776 ウスチャケシマキムシ Cortinicara gibbosa ○ ○ 〇

777 ヤマトケシマキムシ Melanophthalma japonica ○

778 ヒメマキムシ Stephostethus chinensis ○ ○

779 ネスイムシ チビネスイ Rhizophagus parviceps ○

780 ケシキスイ クロハナケシキスイ Carpophilus chalybeus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

781 キバナガヒラタケシキスイ Epuraea mandibularis ○ ○

782 モンチビヒラタケシキスイ Epuraea ocularis ○ ○ ○ ○ ○

783 ナミヒラタケシキスイ Epuraea pellax ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

784 ヘリアカヒラタケシキスイ Epuraea rufomarginata 〇

785 コヨツボシケシキスイ Glischrochilus ipsoides ○ ○ ○

786 ヨツボシケシキスイ Glischrochilus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

787 クロヒラタケシキスイ Ipidia variolosa variolosa 〇

788 キベリチビケシキスイ Meligethes violaceus ○

789 ネアカマルケシキスイ Neopallodes inermis ○

790 アカマダラケシキスイ Phenolia picta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

791 マルキマダラケシキスイ Stelidota multiguttata ○ ○ ○

792 ヒメハナムシ ベニモンアシナガヒメハナムシ Augasmus coronatus ○

793 キイロアシナガヒメハナムシ Augasmus nipponicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

794 トビイロヒメハナムシ Olibrus consanguineus 〇 ○

795 フタスジヒメハナムシ Olibrus particeps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

796 ホソヒラタムシ ミツモンセマルヒラタムシ Psammoecus trimaculatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

797 ミツカドコナヒラタムシ Silvanoprus scuticollis ○

798 フタトゲホソヒラタムシ Silvanus bidentatus ○

799 アリモドキ ケオビアリモドキ Anthelephila cribriceps ○

800 クロホソアリモドキ Anthicus baicalicus ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（17/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

801 コウチュウ アリモドキ ホソクビアリモドキ Formicomus braminus coiffaiti ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

802 コクビボソムシ Macratria fluviatilis ○ ○ ○ ○ ○

803 キアシクビボソムシ Macratria japonica ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

804 ミツヒダアリモドキ Pseudoleptaleus trigibber ○

805 ムナグロホソアリモドキ Sapintus cohaeres ○ ○

806 アカホソアリモドキ Stricticomus fugiens ○

807 ヨツボシホソアリモドキ Stricticomus valgipes ○ ○ ○ ○ ○

808 ホソカタムシ ヒサゴホソカタムシ Glyphocryptus brevicollis ○

809 ツヤケシヒメホソカタムシ Microprius opacus ○

810 ニセクビボソムシ マダラニセクビボソムシ Phytobaenus amabilis scapularis ○

811 オビモンニセクビボソムシ Syzeton quadrimaculatus ○

812 ツチハンミョウ ツマグロキゲンセイ Zonitis cothurnata cothurnata ○

813 キイロゲンセイ Zonitis japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

814 ハナノミ ナミアカヒメハナノミ Falsomordellina luteoloides ○

815 トゲナシヒメハナノミ Mordellina atrofusca ○

816 カミキリモドキ ハイイロカミキリモドキ Eobia cinereipennis cinereipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

817 カトウカミキリモドキ Nacerdes katoi ○ ○ ○ ○

818 キバネカミキリモドキ Nacerdes luteipennis ○

819 アオカミキリモドキ Nacerdes waterhousei ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

820 モモブトカミキリモドキ Oedemera lucidicollis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

821 キアシカミキリモドキ Oedemera manicata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

822 チビキカワムシ ツヤチビキカワムシ Lissodema laevipenne ○

823 ハナノミダマシ クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

824 ゴミムシダマシ ナミウスイロクチキムシ Allecula bilamellata 〇 〇

825 クリノウスイロクチキムシ Allecula simiola ○

826 クリイロクチキムシ Borboresthes acicularis ○ ○ ○ 〇 〇 ○

827 ヒメナガニジゴミムシダマシ Ceropria induta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

828 フトナガニジゴミムシダマシ Ceropria laticollis 〇 〇

829 モンキゴミムシダマシ Diaperis lewisi lewisi ○ ○ ○

830 オオメキバネハムシダマシ Lagria rufipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

831 ヒゲブトゴミムシダマシ Luprops orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

832 オオツヤホソゴミムシダマシ Menephilus arciscelis ○

833 クロツヤキノコゴミムシダマシ Platydema nigroaenea ○ 〇

834 ベニモンキノコゴミムシダマシ Platydema subfascia subfascia ○ 〇 ○ ○ ○

835 ニホンキマワリ本土亜種 Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

836 セスジナガキマワリ本土亜種 Strongylium cultellatum cultellatum ○ ○ ○ ○

837 コルベヨツコブエグリゴミムシダマシ Uloma latimanus ○ ○ ○

838 ホンドクロオオクチキムシ Upinella fuliginosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

839 ナミクチキムシ Upinella melanaria ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

840 カミキリムシ ビロウドカミキリ Acalolepta fraudatrix fraudatrix ○ ○ 〇 〇 ○

841 センノキカミキリ Acalolepta luxuriosa luxuriosa ○ ○

842 ニセビロウドカミキリ Acalolepta sejuncta sejuncta ○ ○

843 ウスバカミキリ Aegosoma sinicum sinicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

844 キマダラミヤマカミキリ Aeolesthes chrysothrix chrysothrix ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

845 トガリバアカネトラカミキリ Anaglyptus niponensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○

846 ゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

847 カノコサビカミキリ Apomecyna naevia naevia 〇

848 クワカミキリ Apriona japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

849 シナノクロフカミキリ Asaperda agapanthina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

850 コブスジサビカミキリ Atimura japonica ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（18/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

851 コウチュウ カミキリムシ シロスジカミキリ Batocera lineolata ○ ○ 要

852 ハンノキカミキリ Cagosima sanguinolenta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU

853 エグリトラカミキリ Chlorophorus japonicus ○ ○ ○

854 フタオビミドリトラカミキリ Chlorophorus muscosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

855 ヨツスジトラカミキリ Chlorophorus quinquefasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

856 ホソカミキリ Distenia gracilis gracilis ○ ○

857 ニイジマチビカミキリ Egesina bifasciana bifasciana ○ ○ ○

858 ヨツキボシカミキリ Epiglenea comes comes ○ ○ ○

859 ホシベニカミキリ Eupromus ruber ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

860 ヤツメカミキリ Eutetrapha ocelota ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

861 クモガタケシカミキリ Exocentrus fasciolatus ○ ○ ○

862 ガロアケシカミキリ Exocentrus galloisi ○

863 アトモンマルケシカミキリ Exocentrus lineatus ○ ○ ○ ○

864 キッコウモンケシカミキリ Exocentrus testudineus ○

865 コジマヒゲナガコバネカミキリ Glaphyra kojimai ○

866 キイロトラカミキリ Grammographus notabilis notabilis ○ ○ 〇 〇 ○ 要

867 ヤツボシハナカミキリ Leptura annularis mimica ○ ○

868 ツマグロハナカミキリ Leptura modicenotata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

869 カタシロゴマフカミキリ Mesosa hirsuta hirsuta ○ ○

870 ナガゴマフカミキリ Mesosa longipennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

871 ヒメヒゲナガカミキリ Monochamus subfasciatus subfasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

872 ミヤマカミキリ Neocerambyx raddei ○ ○

873 ハイイロヤハズカミキリ Niphona furcata ○

874 リンゴカミキリ Oberea japonica ○ ○ ○ 〇

875 シラハタリンゴカミキリ Oberea shirahatai ○ ○ ○ ○

876 ノコギリカミキリ Prionus insularis insularis ○ ○ ○ ○

877 キボシカミキリ Psacothea hilaris hilaris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

878 ワモンサビカミキリ Pterolophia annulata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

879 トガリシロオビサビカミキリ Pterolophia caudata caudata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

880 アトモンサビカミキリ Pterolophia granulata ○ ○ ○

881 ナカジロサビカミキリ Pterolophia jugosa jugosa ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

882 アトジロサビカミキリ Pterolophia zonata ○ ○ ○ ○ ○

883 ヒメクロトラカミキリ Rhaphuma diminuta diminuta ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

884 ヒトオビアラゲカミキリ Rhopaloscelis unifasciatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

885 ケシカミキリ Sciades tonsus ○ ○ ○ 〇 〇 ○

886 イボタサビカミキリ Sophronica obrioides ○

887 クロカミキリ Spondylis buprestoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

888 フタコブルリハナカミキリ Stenocorus caeruleipennis ○ ○ ○ ○ ○

889 アメイロカミキリ Stenodryas clavigera clavigera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

890 モモグロハナカミキリ Toxotinus reinii ○ ○ NT

891 ヤハズカミキリ Uraecha bimaculata bimaculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

892 チャボヒゲナガカミキリ Xenicotela pardalina ○ ○ 〇 〇 ○

893 トラフカミキリ Xylotrechus chinensis ○ ○ ○ 要

894 クビアカトラカミキリ Xylotrechus rufilius ○ ○

895 ハムシ アカガネサルハムシ Acrothinium gaschkevitchii gaschkevitchii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

896 タマツツハムシ Adiscus lewisii ○

897 カミナリハムシ Altica aenea ○ ○ ○

898 ツブノミハムシ Aphthona perminuta ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

899 サメハダツブノミハムシ Aphthona strigosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

900 ウリハムシモドキ Atrachya menetriesi 〇 ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（19/22） 

 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

901 コウチュウ ハムシ ウリハムシ Aulacophora indica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

902 クロウリハムシ Aulacophora nigripennis nigripennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

903 アオバネサルハムシ Basilepta fulvipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

904 ヒメカメノコハムシ Cassida piperata ○ ○ ○ ○ 〇

905 ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua ○

906 キバラヒメハムシ Charaea flaviventre ○

907 ムシクソハムシ Chlamisus spilotus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

908 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

909 チビルリツツハムシ Cryptocephalus confusus ○ ○

910 キアシルリツツハムシ Cryptocephalus fortunatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○

911 ヤツボシツツハムシ Cryptocephalus japanus ○

912 キボシツツハムシ Cryptocephalus perelegans perelegans ○ 〇 〇 ○ ○ ○

913 カシワツツハムシ Cryptocephalus scitulus ○

914 カタビロトゲハムシ Dactylispa subquadrata ○ ○

915 チビカサハラハムシ Demotina decorata ○

916 マダラカサハラハムシ Demotina fasciculata ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

917 カサハラハムシ Demotina modesta ○ ○ 〇 ○ ○ ○

918 クワハムシ Fleutiauxia armata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

919 イタドリハムシ Gallerucida bifasciata ○ ○ ○ ○ ○

920 コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea ○ 〇 〇 ○

921 フジハムシ Gonioctena rubripennis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

922 ドウガネサルハムシ Heteraspis lewisii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

923 クロオビカサハラハムシ Hyperaxis fasciata ○ ○

924 キバラルリクビボソハムシ Lema concinnipennis ○

925 ヤマイモハムシ Lema honorata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

926 クロボシトビハムシ Longitarsus bimaculatus ○ ○ ○ ○

927 オオバコトビハムシ Longitarsus scutellaris ○

928 クビアカトビハムシ Luperomorpha pryeri ○

929 キアシノミハムシ Luperomorpha tenebrosa 〇 ○ ○

930 ルイスケブカサルハムシ Lypesthes lewisi ○ ○

931 フタスジヒメハムシ Medythia nigrobilineata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

932 キイロクワハムシ Monolepta pallidula ○ ○ ○ ○

933 イチモンジハムシ Morphosphaera japonica ○

934 ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

935 ドウガネツヤハムシ Oomorphoides cupreatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○

936 ヒメツヤハムシ Oomorphus japanus ○ ○

937 キアシクビボソハムシ Oulema tristis ○ CR+EN

938 ムネアカキバネサルハムシ Pagria consimile ○ ○ ○

939 ツヤキバネサルハムシ Pagria grata ○ ○ ○ ○ ○ ○

940 マルキバネサルハムシ Pagria ussuriensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

941 Pagria属 Pagria sp. ○ ○

942 アトボシハムシ Paridea angulicollis ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

943 ヨツボシハムシ Paridea quadriplagiata ○ ○ ○ ○ ○

944 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

945 ルリナガスネトビハムシ Psylliodes brettinghami ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

946 ナトビハムシ Psylliodes punctifrons ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

947 ナスナガスネトビハムシ Psylliodes viridana ○

948 ヒゲナガゾウムシ エグリバネヒゲナガゾウムシ Autotropis basipennis ○

949 スネアカヒゲナガゾウムシ Autotropis distinguenda ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（20/22） 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

950 コウチュウ ヒゲナガゾウムシ ウスモンツツヒゲナガゾウムシ Ozotomerus japonicus japonicus ○ ○

951 シロヒゲナガゾウムシ Platystomos sellatus sellatus ○

952 カオジロヒゲナガゾウムシ Sphinctotropis laxa ○

953 アカクチホソクチゾウムシ Microconapion pallidirostre ○

954 オトシブミ ヒメクロオトシブミ Apoderus erythrogaster ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

955 クロケシツブチョッキリ Auletobius uniformis ○ ○

956 ハイイロチョッキリ Cyllorhynchites ursulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

957 カシルリオトシブミ Euops splendidus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

958 クチブトチョッキリ Lasiorhynchites brevirostris ○

959 アシナガオトシブミ Phialodes rufipennis ○ ○

960 ゾウムシ ウスモンカレキゾウムシ Acicnemis palliata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

961 シバタカレキゾウムシ Acicnemis shibatai ○ 〇 ○

962 オオクマハナゾウムシ Anthonomus okumai ○

963 オビモンハナゾウムシ Anthonomus rectirostris ○

964 ユアサハナゾウムシ Anthonomus yuasai 〇

965 ジュウジチビシギゾウムシ Archarius pictus ○

966 レロフチビシギゾウムシ Archarius roelofsi ○ ○ ○ ○

967 ツツゾウムシ Carcilia strigicollis ○ ○

968 カナムグラサルゾウムシ Cardipennis shaowuensis ○ ○ ○ ○

969 ムネミゾサルゾウムシ Cardipennis sulcithorax ○

970 アイノシギゾウムシ Curculio aino ○

971 コナラシギゾウムシ Curculio dentipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

972 シイシギゾウムシ Curculio hilgendorfi ○ ○

973 クヌギシギゾウムシ Curculio robustus ○

974 クリシギゾウムシ Curculio sikkimensis ○

975 マダラアシゾウムシ Ectatorhinus adamsii ○ ○ ○ ○

976 シロコブゾウムシ Episomus turritus turritus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

977 コフキゾウムシ Eugnathus distinctus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

978 アオヒゲナガクチブトゾウムシ Eumyllocerus gratiosus ○

979 アシナガオニゾウムシ Gasterocercus longipes ○ ○ ○ ○ ○

980 タデトゲサルゾウムシ Homorosoma asperum 〇

981 カナムグラトゲサルゾウムシ Homorosoma chinense ○ ○ ○ ○

982 ハコベタコゾウムシ Hypera basalis ○

983 アルファルファタコゾウムシ Hypera postica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

984 チャバネキクイゾウムシ Kojimazo lewisi 〇 ○

985 コカシワクチブトゾウムシ Lepidepistomodes griseoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

986 ヤサイゾウムシ Listroderes costirostris ○ 〇 〇 ○

987 ナガカツオゾウムシ Lixus depressipennis 〇

988 カツオゾウムシ Lixus impressiventris ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

989 クワヒメゾウムシ Moreobaris deplanata ○ 〇 〇 ○

990 カシワクチブトゾウムシ Nothomyllocerus griseus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

991 ヒラセノミゾウムシ Orchestes dorsoplanatus ○ ○

992 ガロアノミゾウムシ Orchestes galloisi

993 ヤドリノミゾウムシ Orchestes hustachei 〇

994 カシワノミゾウムシ Orchestes japonicus ○

995 マダラノミゾウムシ Orchestes nomizo ○

996 オジロアシナガゾウムシ Ornatalcides trifidus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

997 オオミスジマルゾウムシ Phaeopholus major ○

998 メダカケブカキクイゾウムシ Pholidoforus squamosus ○

999 オオクチブトゾウムシ Phyllolytus variabilis ○ 〇 〇 ○

1000 オリーブアナアキゾウムシ Pimelocerus perforatus ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（21/22） 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

1001 コウチュウ ゾウムシ スグリゾウムシ Pseudocneorhinus bifasciatus ○

1002 クワヒョウタンゾウムシ Scepticus konoi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1003 ヒサゴクチカクシゾウムシ Simulatacalles simulator ○

1004 オサゾウムシ トホシオサゾウムシ Aplotes roelofsi ○

1005 ササコクゾウムシ Diocalandra sasa 〇

1006 イネゾウムシ イネゾウムシ Echinocnemus bipunctatus 〇

1007 ハチ ミフシハバチ ルリチュウレンジ Arge similis ○ ○

1008 ハバチ ニホンカブラハバチ Athalia japonica ○ ○ ○ 〇

1009 マルクロハバチ Macrophya falsifica ○ ○

1010 オオツマグロハバチ Tenthredo providens ○

1011 ハバチ科 Tenthredinidae ○ ○

1012 コマユバチ キイロコウラコマユバチ Phanerotoma flava ○ ○ ○

1013 コマユバチ科 Braconidae ○ ○

1014 ヒメバチ ヒメバチ科 Ichneumonidae ○ ○

1015 アシブトコバチ キアシブトコバチ Brachymeria lasus ○ ○ ○ ○ ○ ○

1016 アリ オオハリアリ Brachyponera chinensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1017 イトウオオアリ Camponotus itoi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

1018 クロオオアリ Camponotus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1019 ミカドオオアリ Camponotus kiusiuensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

1020 ナワヨツボシオオアリ Camponotus nawai ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1021 ヨツボシオオアリ Camponotus quadrinotatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1022 ウメマツオオアリ Camponotus vitiosus ○ ○ ○ ○ ○ ○

1023 ヤマヨツボシオオアリ Camponotus yamaokai ○ ○ ○

1024 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster matsumurai ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

1025 キイロシリアゲアリ Crematogaster osakensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1026 テラニシシリアゲアリ Crematogaster teranishii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1027 クロヤマアリ Formica japonica (s. l.) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1028 クロクサアリ Lasius fuji (s. l.) ○ ○ ○

1029 トビイロケアリ Lasius japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1030 クロナガアリ Messor aciculatus ○

1031 ヒメアリ Monomorium intrudens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1032 ハラクシケアリ Myrmica ruginodis (s. l.) ○

1033 アメイロアリ Nylanderia flavipes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1034 アズマオオズアリ Pheidole fervida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1035 テラニシハリアリ Ponera scabra ○

1036 アミメアリ Pristomyrmex punctatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1037 ノコギリハリアリ Stigmatomma silvestrii ○

1038 ヒラタウロコアリ Strumigenys canina ○

1039 ムネボソアリ Temnothorax congruus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1040 トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇

1041 ウメマツアリ Vollenhovia emeryi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

1042 ハダカアリ Cardiocondyla nuda ○ ○ ○

1043 シワクシケアリ Myrmica kotokui ○

1044 スズメバチ オオフタオビドロバチ本土亜種 Anterhynchium flavomarginatum micado ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1045 キボシトックリバチ Eumenes fraterculus ○

1046 ミカドトックリバチ Eumenes micado ○ ○ ○ ○

1047 ミカドドロバチ本土亜種 Euodynerus nipanicus nipanicus ○

1048 スズバチ Oreumenes decoratus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1049 ムモンホソアシナガバチ Parapolybia crocea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

1050 フタモンアシナガバチ本土亜種 Polistes chinensis antennalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○
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表 2-36 蟹田沢ビオトープにおける昆虫類の生息状況調査結果（22/22） 

 

 

春季 夏季 秋季 1 2 3 4

1051 ハチ スズメバチ ヤマトアシナガバチ Polistes japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ DD VU

1052 セグロアシナガバチ本土亜種 Polistes jokahamae jokahamae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1053 キアシナガバチ本土亜種 Polistes rothneyi iwatai ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1054 コアシナガバチ Polistes snelleni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1055 キオビチビドロバチ Stenodynerus frauenfeldi ○

1056 コガタスズメバチ Vespa analis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1057 ヒメスズメバチ Vespa ducalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1058 オオスズメバチ Vespa mandarinia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1059 キイロスズメバチ Vespa simillima ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1060 クロスズメバチ Vespula flaviceps ○ ○ ○ ○ ○ ○

1061 シダクロスズメバチ Vespula shidai ○

1062 クモバチ オオモンクロクモバチ Anoplius samariensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

1063 モンクモバチ Batozonellus maculifrons ○

1064 ベッコウクモバチ Cyphononyx fulvognathus ○ ○ ○ ○

1065 アリバチ トゲムネアリバチ Bischoffitilla ardescens ○

1066 フタホシアリバチ Neotrogaspidia pustulata ○

1067 ツチバチ ヒメハラナガツチバチ本土亜種 Campsomeriella annulata annulata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1068 キンケハラナガツチバチ Megacampsomeris prismatica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1069 シロオビハラナガツチバチ Megacampsomeris schulthessi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1070 オオモンツチバチ Scolia histrionica japonica ○

1071 キオビツチバチ Scolia oculata 〇 ○

1072 ギングチバチ ヤマトジガバチモドキ Trypoxylon cornutum yamatonis ○

1073 ギングチバチ亜科 Crabroninae ○

1074 アナバチ サトジガバチ Ammophila vagabunda ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○

1075 ヤマトルリジガバチ Chalybion japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1076 コクロアナバチ Isodontia nigella ○ ○

1077 キゴシジガバチ Sceliphron madraspatanum ○ ○ ○ ○ ○

1078 クロアナバチ本土亜種 Sphex argentatus fumosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1079 ミツバチ ニホンミツバチ Apis cerana japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1080 セイヨウミツバチ Apis mellifera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1081 コマルハナバチ本土亜種 Bombus ardens ardens ○ ○ ○ ○ ○

1082 トラマルハナバチ本土亜種 Bombus diversus diversus ○ ○ ○ ○

1083 シロスジヒゲナガハナバチ Eucera spurcatipes ○

1084 ウシヅノキマダラハナバチ Nomada comparata 〇

1085 ダイミョウキマダラハナバチ Nomada japonica ○

1086 ニッポンキマダラハナバチ Nomada nipponica ○ ○

1087 キムネクマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○

1088 コハナバチ アカガネコハナバチ Halictus aerarius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1089 コハナバチ科 Halictidae ○ ○

1090 ハキリバチ バラハキリバチ本土亜種 Megachile nipponica nipponica ○

1091 クズハキリバチ Megachile pseudomonticola ○ DD

1092 ツルガハキリバチ Megachile tsurugensis ○

178種 - -

【重要種選定基準】

1 ｢文化財保護法｣(昭和25年･法律第214号)に基づく国、県、市町村指定天然記念物
2 ｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律｣(平成4年･法律第75号)に基づく国内希少野生動植物等
3 「環境省レッドリスト」(2020年､環境省)の記載種
CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群

4 ｢神奈川県レッドデータ生物調査報告書2006｣(2006年､神奈川県)の記載種
I：絶滅危惧I類、CR：絶滅危惧IA類、EN：絶滅危惧IB類、VU：絶滅危惧II類、NT：準絶滅危惧種、要：要注意、DD：情報不足、注：注　 希：希少種

※1：移設実施とは、環境保全対策として生息環境を創出した種も含む。

※2：移設実施には、底生動物として移設した種も含む。
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年度
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年度

R1
年度

R2
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No. 目名 科名 和名 学名
移設
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0種 5種 44種
178種

402種 418種 398種 406種 178種 0種397種 426種 426種 370種 387種 391種計 合計　19目 198科 1092種 15種 393種 453種 514種 428種 421種 399種
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